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一
、
は
じ
め
に

蟹
養
斎

(

一
七
〇
四
―
一
七
七
八)

、
名
は
維
安
、
号
は
東
溟
。
も
と
は
安
芸
の
出
身
で

(

１)

、
幼
少
時
に
尾
張
藩
士
の
布
施
氏
の
養
子
と

な
り
、
布
施
維
安
と
も
称
し
て
い
る
。
彼
は
山
崎
闇
斎
の
門
人
・
三
宅
尚
斎
の
弟
子
で
あ
る
。『

日
本
道
学
淵
源
続
録』

巻
四
に
は

『

尾

張
名
家
誌』

に
基
づ
い
て
、
四
十
一
編
の
著
作
を
挙
げ
る
が
、
出
版
さ
れ
た
も
の
は
、
タ
ト
ヘ
草

(

一
七
五
三)

・
初
学
心
法

(

一
七
五

五)

・
非
徂
徠
学

(

一
七
六
五)

の
三
編
の
み
で
、
あ
と
は
筆
写
本
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
著
述
の
多
く
は
、
崎
門
の
一
大
叢
書

で
あ
る
中
村
政
永

『

道
学
資
講』

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
蟹
養
斎
の
高
弟
・
中
村
習
斎
に
由
来
す
る
、
語
類
考
異

(

中
・

五
〇
五)

、
語
類
考

(

中
・
五
二
三)

、
大
極
図
及
解
附
甲
申
問
答

(

中
・
五
〇
六)

、
養
斎
先
生
文
類

(

中
・
二
五
八)

、
教
導
大
要

(

中
・

三
二
三)

、
聖
教
指
南
車

(

中
・
四
一
二)

、
孝
経
句
解

(

中
・
四
〇
六)

、
弁
復
古

(

中
・
二
六)

、
非
徂
徠
学

(

中
・
一
三
九)

、
治
邦

要
旨
三

(

中
・
四
五
五)

な
ど
蓬
左
文
庫
の
中
村
文
庫
架
蔵
の
伝
写
本
も
あ
る
。
九
州
大
学
碩
水
文
庫
は
、
左
の
よ
う
な
多
く
の
著
作
を

所
蔵
し
て
い
る
。
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白

井

順

―
九
州
大
学
碩
水
文
庫
を
主
た
る
資
料
に
仰
い
で
―



①

居
家
大
事
記

(

碩
水
・
キ
・
四
〇)

右
尾
州
大
儒
養
斎
蟹
先
生
所
述
也
。
伝
写
在
干
蓬
莱
氏
嘗
請
礒マ
マ

野
氏
儒
借
以
模
写
之
享
和
二

年

(

一
八
〇
二)

壬
戌
六
月
十
六
日

池
田
親
敬

②

皇
極
内
篇
筮
卜
儀

(

碩
水
・
コ
・
五
三)

享
保
辛
亥
正
月

東
溟
布
施
生
謹
識
、
宝
暦
十
年

(

一
七
六
〇)

庚
辰
之
四
月
十
二
日

池
田
義
敬
写

③

周
易
本
義
疏

(

碩
水
・
シ
・
一
七
一)

序
末
の
年
記

｢

丁
丑
寳
暦
七
年
十
二
月
吉
布
施
維
安
序｣

④

諸
生
規
矩

(
碩
水
・
シ
・
一
七
八)

跋
文
末
の

｢

寛
延
元
年

(

一
七
四
八)

戊
辰
十
月
布
施
維
安
謹
書｣

、
丁
末
の
記
に

｢

右
寛

延
四
年

(

一
七
五
一)

春
標
出
示
諸
生
因
冩
于
此

蕃
政
書｣

と
あ
る

⑤

諸
生
階
級

(

碩
水
・
シ
・
一
七
九)

元
文
四
年

(

一
七
三
九)

⑥

士
庶
喪
祭
考

(

碩
水
・
シ
・
一
〇
四)
｢

道
学
資
講｣

巻
七
十
四
〜
七
十
六
を
筆
写
し
た
も
の
。

⑦

火
葬
弁

(

碩
水
・
カ
・
三
五)

⑧

八
陣
図
国
字
解

(

碩
水
・
ハ
・
十)

⑨

六
芸
国
字
解

(

碩
水
・
リ
・
一
三)

⑩

小
学

(

碩
水
・
シ
・
一
二
三)

↓
山
崎
点
だ
が
、
欄
外
書
入
れ
に

『

読
小
学
記』

あ
り

⑪

読
小
学
記

(

一
二
三
・
ト
・
九)

↓
碩
水
文
庫
で
は
な
い
。

※
以
下
文
中
の

(

碩
水
・
○
・
○)

で
表
記
す
る
も
の
は
、
全
て
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
碩
水
文
庫
の
書
籍
で
あ
る
。

碩
水
文
庫
に
つ
い
て
は
、
柴
田
篤
氏

(

２)

に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
が
、
蟹
養
斎
の
著
作
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
蟹
の
著
作
を
所

蔵
す
る
機
関
は
少
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
楠
本
碩
水
は
こ
れ
だ
け
の
蟹
養
斎
の
著
作
を
所
蔵
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
を
探
る
べ
く
碩
水
文

庫
の
調
査
を
始
め
た
。
そ
の
前
提
と
な
る
蟹
養
斎
に
関
し
て
、『

日
本
道
学
淵
源
録』
や

『

尾
張
名
家
誌』

に
伝
記
が
載
せ
ら
れ
る
以
外
、

一
六
八



近
年
で
は
高
橋
文
博
氏
が

｢

居
家
大
事
記｣

を
取
り
上
げ
て
い
る
が

(

３)

、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
蟹
養
斎
の
学
問
に

関
し
て
は

『

愛
知
郷
土
文
化
史
談

紙
魚』

第
十
一
号

(

昭
和
二
年)

の
蟹
養
斎
百
五
十
年
記
念
特
集
、
同
書
第
十
二
号
〜
十
七
号
ま
で

連
載
の
永
井
以
保

｢

蟹
先
生
著
述
書
目
解
題
一
〜
六｣

が
最
も
充
実
し
た
研
究
で
、
そ
れ
以
後
は
高
木
靖
文
氏

｢

蟹
養
斎
教
授
法
の
一
考

察

(

４)｣

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
蓬
左
文
庫
以
外
に
、
無
窮
会
や
大
倉
山
精
神
文
化
研
究
所
な
ど
限
ら
れ
た
数
か
所
の
機
関
に
し

か
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
漢
学
と
い
う
大
き
な
視
点
か
ら
蟹
養
斎
の
学
問
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
崎
門
の
書
を
蒐
集
し
た
九
州
大
学
崎
門
文
庫
に
さ
え
も
蟹
養
斎
の
著
作
は
な
く
、
こ
の
点
に
お
い

て
碩
水
文
庫
の
特
徴
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

二
、
蟹
養
斎
の
講
学

『

尾
張
名
家
誌』

に
よ
れ
ば
、
寛
延
元
年
(

一
七
四
八)

二
月
十
日
、
蟹
養
斎
は
四
十
四
歳
の
時
に
、
尾
張
で
私
塾

[

勧
善
堂]

を
開

い
た
。
こ
の
私
塾
は
後
に

｢

明
倫
堂

(

５)｣

と
称
し
て
藩
校
に
な
る
が
、
宝
暦
二
年

(

一
七
五
二)

に
は
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
、
京
学
系
の
深
田

厚
斎
と
松
平
訓
山
・
須
賀
精
斎
ら
に
教
場
を
奪
わ
れ
、
宝
暦
四
年
に
尾
張
を
去
り
、
再
び
尾
張
藩
の
藩
校
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
は
桑
名
や
京
都
で
暮
ら
し
、
安
永
四
年

(

一
七
七
三)

に
は

『

浪
華
郷
友
録』

に
名
前
が
見
え
る
。
晩
年
に
再
び
尾
張
に
戻
り
、

安
永
七
年

(

一
七
七
八)

八
月
十
四
日
七
十
四
歳
で
世
を
去
っ
た
。
西
村
天
囚
は

『

尾
張
敬
公

(

６)』

で
当
時
の
名
古
屋
の
情
況
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

先
づ
深
田
正
室
の
曾
孫
な
る
深
田
厚
斎
を
擢
ん
で
て
侍
読
と
な
し
、
松
平
君
山
を
書
物
奉
行
と
な
し
し
が
、
当
時
名
古
屋
に
は
崎

門
の
学
を
奉
ず
る
者
多
か
り
き
。
其
の
倡
首
は
浅
見
絅
斎
に
師
事
せ
し
小
出
�
斎
、
�
斎
の
子
慎
斎
、
�
斎
の
門
人
須
賀
精
斎
・
千

村
夢
澤
等
亦
皆
浅
見
氏
の
説
を
信
じ
、
佐
藤
直
方
の
門
人
に
し
て
後
ち
長
島
侯
に
事
へ
し
天
木
時
中
も
亦
�
斎
門
下
の
士
な
り
き
。

蟹養斎の講学
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崎
門
学
は
此
の
人
々
に
因
っ
て
鼓
吹
せ
ら
れ
し
折
柄
、
三
宅
尚
斎
の
高
足
の
布
施
養
斎
は
、
学
校
を
名
古
屋
に
立
て
ん
と
願
出
で
た

り
き
。
…
半
私
半
公
の
巾
下
学
問
所
は
、
寛
延
元
年
創
立
よ
り
、
僅
々
四
年
を
経
た
る
宝
暦
元
年
に
養
斎
退
転
の
已
む
な
き
に
至
れ

り
。
…
養
斎
正
学
を
闡
き
邪
説
を
排
す
る
を
以
て
任
と
為
し
、
権
勢
に
お
も
ね
ら
ず
、
卑
弱
を
あ
な
ど
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
貧
苦
を

以
て
其
の
業
を
中
廃
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
蓋
し
名
古
屋
に
は
崎
門
の
学
頗
る
行
わ
れ
し
と
共
に
、
徂
徠
派
も
亦
木
下
蘭
皐
、
朝
比

奈
玄
洲
、
関
祖
洲
ら
あ
り
。
従
游
の
徒
固
よ
り
尠
か
ら
ざ
る
に
、
養
斎
は
之
を
攻
め
て
お
か
ず
、
非
徂
徠
学
の
著
あ
り
。

蟹
養
斎
が
京
都
に
上
り
、
尚
斎
の
門
を
叩
い
た
の
は
享
保
十
一
年

(

一
七
二
六)

二
十
一
歳
の
時
で
あ
る
。
享
保
十
七
年

(

一
七
三
二)

、

三
宅
尚
斎
は
京
都
に
培
根
堂
と
培
根
達
支
堂
を
建
て
、
伊
藤
東
涯
の
古
義
堂
と
目
と
鼻
の
さ
き
で
、
崎
門
の
看
板
を
掲
げ
て
い
た
。
蟹
養

斎
は
、
当
時
三
宅
尚
斎
の
私
塾
を
支
え
た
五
人

(

五
舎
長
…
多
田
維
則
・
久
米
順
利
・
石
王
当
先
・
井
澤
剛
中)

の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
。

蟹
養
斎
の
門
人
・
中
村
習
斎

『

習
斎
吾
郷』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

布
施
氏

即
吾
先
師
也
。
在
ス
時
ニ
曰
、
ワ
レ
五
舎
中
ニ
於
テ
モ
ッ
ト
モ
ワ
カ
シ

[

享
保
十
七
培
根
達
支
成
ル
時
ニ
先
師
二
十
有

八
歳
也]

同
門
中
ワ
レ
ヨ
リ
高
年
ナ
ル
者
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ワ
レ
此
数
ニ
入
ル
ヲ
得
ル
ハ

学
堂
造
立
ノ
事
ニ
ア
ツ
カ
ル
ヲ
モ
ッ

テ
ナ
リ
。
コ
ノ
他
ノ
事
ハ

同
遊
ノ
士
ア
マ
子
リ
知
ル
所
、
今
詳
ニ
ス
ル
ニ
及
バ
ズ

ソ
ノ
終
身
編
録
ノ
書
冊
若
干
也
。(

蕃)

見

聞
ス
ル
所
カ
ツ
テ
師
訓
書
要
ノ
冊
ヲ
作
ル

今
此
条
ニ
附
録
シ
テ
別
ニ
二
冊
ヲ
存
ス
。

習
斎
が
言
う

｢

師
訓
書
要｣

二
冊
と
は
蟹
養
斎
の
著
作
三
十
七
編
の
解
題
で
あ
る
。
そ
の
巻
頭
に

『

諸
生
規
矩』

と

『

諸
生
階
級』

が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
書
は
、
蟹
養
斎
の
基
本
教
条
で
あ
り
三
宅
尚
斎
の
教
学
理
念
を
実
践
的
な
体
系
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
村
習
斎

は

｢

師
訓
書
要｣

に

｢(

蕃)

三
十
年
前
、
師
ニ
シ
タ
カ
ヒ
時
ニ
規
矩
階
級
ノ
二
冊
ヲ
受
テ
フ
カ
ク
、
コ
レ
ヲ
尊
信
シ
終
身
ノ
業
此
法
ニ

一
七
〇



背
カ
ザ
ラ
ン
事
ヲ
子
カ
ウ｣

と
記
し
、
三
十
年
前
即
ち
蟹
が
教
学
の
功
績
に
よ
っ
て
月
俸
を
尾
張
藩
よ
り
賜
っ
た
延
享
元
年
に
、『

諸
生

規
矩』
・『

諸
生
階
級』

を
信
条
と
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
蟹
の
教
育
思
想
に
つ
い
て
、
高
木
氏
は

｢

闇
斎
の
説
を
祖
述
敷
衍
註

釈
し
、
細
密
に
整
備
し
た
尚
斎
の
業
績
の
傾
向
に
拠
る
の
で
あ
り
、
養
斎
の
方
が
相
対
的
に
よ
り
実
践
的
で
あ
っ
た

(

７)｣

と
指
摘
し
、
崎
門

で
は
彼
以
上
に
詳
細
な
教
育
論
を
残
し
た
人
物
は
い
な
い
と
論
じ
る
。

三
宅
尚
斎
も
培
根
と
達
支
と
い
う
二
つ
の
レ
ベ
ル
分
け
授
業
を
し
た
が
、
図
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
蟹
の
場
合
は
四
つ
で
し
か
も
テ
キ

ス
ト
だ
け
で
な
く
、
会
読
・
講
釈
な
ど
も
厳
し
く
決
め
て
い
る
。
彼
の
教
学
に
つ
い
て
の
特
徴
は
、『

聖
教
指
南
車』

『

教
導
大
要』

な
ど

の
著
作
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
次
章
で
触
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
で

は
、
尾
張
以
外
で
の
蟹
養
斎
の
行
動
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
事
実
を
紹
介
し
た
い
。

蟹
養
斎
は
、
若
い
こ
ろ

『

周
易』

や

『

洪
範』

を
好
ん
だ
よ
う

で
、
享
保
十
二
年

(

一
七
二
七)

二
十
三
歳
の
と
き
三
宅
尚
斎
と

の
問
答
に
よ
る

｢

易
説｣

を
残
し
て
お
り
、
享
保
十
六
年

(

一
七

三
一)

二
十
七
歳
の
こ
ろ

『

皇
極
内
篇
筮
占
儀』

(

碩
水
・
コ
・
五

三)

を
記
し
、
元
文
元
年

(

一
七
三
六)

三
十
二
歳
の
と
き

『

洪

範
全
書
指
要』

著
し
て
い
る
。
そ
し
て
元
文
六
年

(

一
七
四
一)

蟹
が
三
十
七
歳
の
と
き
尚
斎
が
亡
く
な
っ
た
。
蟹
は
桑
名
・
萍
水

観

(
館)

の
と
き

『

孝
経
句
解』

・『

寓
言』

な
ど
を
著
し
て
い
る
。

宝
暦
七
年

(
一
七
五
七)

蟹
は

『

周
易
本
義
疏』

の
序
に
次
の
よ

う
に
い
う
。

蟹養斎の講学

一
七
一

図１ 高木文博作成､ 蟹養斎の教授法



予

少
き
よ
り
周
易
僻
有
り
。
弱
冠
に
し
て
尚
斎
先
生

山
崎
子
の
統
を
承
く
を
聞
き
、
笈
を
負
い
て
西
遊
し
、
業
を
其
の
門
に

受
け
、
経
伝
子
史

�
く
聞
か
ざ
る
は
莫
し
。
而
れ
ど
も
周
易
一
部

最
も
力
を
励
ま
し
て
以
て
聞
く
。
吾
が
師

易
簀
し
て
既
に

十
数
年
、
予
も
亦
た
犬
馬
の
歳
五
十
三
な
り
。
醇
醇
乎
と
し
て
其
の
教
え
今
猶
お
耳
に
在
り
。
老
い
の
将
に
至
ら
ん
と
し
、
頻
り
に

遺
忘
の
日
に
甚
だ
し
き
を
恐
れ
、
窃
か
に
得
る
所
を
記
し
、
之
れ
を
名
づ
け
て
疏
と
曰
う

(

８)

『

周
易
本
義
疏』
も
碩
水
文
庫

(

碩
水
・
シ
・
一
七
一)

に
架
蔵
す
る
。
宝
暦
十
二
年

(

一
七
六
二)

冬
五
十
八
歳
の
時
、
蟹
養
斎
は
京

都
の
久
米
訂
斎

(

一
六
九
九
―
一
七
八
四)

の
所
へ
赴
き
、｢

祭
祀
來
格
論｣

に
関
す
る
問
答
を
し
た
。
そ
れ
が

『

久
米
訂
斎
四
部
書』

(

碩
水
・
テ
・
二
四)

所
収

｢

祭
祀
來
格
論｣

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
蟹
養
斎
が
訂
斎
に
尚
斎
の

｢

祭
祀
來
格
説｣

に
関
す
る
質
問
文
を
書
き
、

久
米
が
批
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
末
に

｢

先
生
命
予
云
、
此
書
勿
敢
示
他
人
。
宝
暦
十
三
癸
未
之
歳
仲
冬
日

依
尊
命
写
了
。

又
明
和
改
元
甲
申
之
歳
仲
秋
改
写
了
。
後
又
同
明
和
四
丁
亥
極
月
十
六
日
更
改
深
毫｣

と
あ
り
、
三
度
も
久
米
と
蟹
の
間
で
批
正
を
交
わ

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
明
和
元
年

(
一
七
六
四)

｢

跋
久
米
賢
兄
論
性
全
体
文
及
其
解｣

(

同
書
所
収

(

９))

を
書
い
た
。

維
安

少
き
と
き
尾
州
に
在
り
、
平
安
に
西
遊
し
て
、
業
を
先
師
に
受
く
。
然
れ
ど
も
生
質

頑
鈍
、
加
う
る
に
軽
浮
を
以
て
す
。

且
つ
此
の
時

専
ら
易
象
範
数
の
学
を
好
み
、
性
命
の
説
に
於
い
て
は
則
ち
未
だ
能
く
心
を
専
ら
に
せ
ず
。
当
時
従
遊
の
士

其
の

数
少
な
か
ら
ず
、
而
る
に
先
師

屡
し
ば
歎
い
て
曰
く
、
諸
生
の
性
命
の
説
に
勉
強
用
力
す
る
者
は
多
か
ら
ず
、
唯
だ
久
米
有
り
、

其
れ
与
に
語
る
べ
き
の
み
、
と
。
先
師

既
に
没
し
、
維
安

依
頼
す
る
所
を
失
い
、
壬
午
の
冬
、
平
安
に
来
往
し
、
深
く
往
日
の

非
を
悔
い
、
専
ら
心
を
性
命
の
説
に
用
い
、
之
れ
を
久
米
兄
に
質
す
に
、
兄

開
諭
を
吝
か
に
せ
ず
、
丁
寧
に
教
示
す
。
是
こ
を
以

て
粗
ぼ
黒
白
を
辨
ず
る
を
得
た
り
。
あ
あ
、
生
涯
の
一
大
快
な
る
哉
。
頃
日

兄

授
く
る
に
此
の
論
此
の
解
を
以
て
す
。
維
安

喜
ん
で
之
れ
を
誦
す
れ
ば
則
ち
向
来
に
未
だ
釈
然
た
ら
ざ
る
者
、
愈
い
よ
明
白
な
る
を
得
。
先
師

復
た
生
く
と
も
、
必
ず
其
の
言

一
七
二



を
易
え
ざ
ら
ん
。
因
り
て
謂
え
ら
く
、
一
た
び
此
の
説
を
聴
か
ば
、
誰
か
釈
然
た
ら
ざ
ら
ん
、
と
。
但
だ
恐
る
、
其
の
未
だ
之
れ
を

肺
腑
に
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
自
得
に
非
ざ
る
を
。
奉
誦
熟
玩
し
て
、
日
々
懈
ら
ず
、
然
る
後
に
以
て
之
れ
を
自
得
す
る
有
り
、
之
れ
を

左
し
之
れ
を
右
し
て
、
必
ず
当
に
其
の
源
に
逢
う
べ
し
。
聊
か
其
の
後
に
記
し
、
同
志
の
予
の
心
を
知
る
も
の
に
与
う
と
云
う
。
明

和
改
元
秋
九
月
朔
、
蟹
養
斎
謹
書

(

�)

こ
の
文
章
に
、
蟹
の
講
学
の
軌
跡
と
久
米
・
尚
斎
の
学
問
の
在
り
方
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
久
米
は
尚
斎
門
下
の
中
で
、
道
体
の
学

に
長
け
、
宝
永
五
年

(

一
七
〇
八)

尚
斎
の

｢

祭
祀
來
格
説

(

�)｣

を
聞
い
た
一
番
弟
子
で
あ
る
。
明
和
三
年

(

一
七
六
六)

九
月
十
六
日
か

ら
蟹
養
斎
は
京
都
の
二
条
で

｢
周
易
本
義
序
列
講
義｣

を
し
た

(

�)

。

養
斎
蟹
先
生
嘗
京
師
二
条
東
洞
街
西
北
隅
ニ
僑
居
シ
、
諸
生
ノ
為
ニ
易
ヲ
講
セ
リ
、(

池
田)

親
敬

遜
斎
北
澤
先
生
ヲ
紹
介
と

し
て
養
斎
先
生
に
見
エ
、
先
生
ノ
易
ヲ
講
ス
ル
ヲ
聞
ク
コ
ト
允
サ
レ
、
毎
席
筆
ヲ
執
リ
、
退
ヒ
テ
浄
写
シ
テ
序
例
ノ
口
義
成
ル
、
其

後
散
失
シ
テ
見
エ
ズ
、
今
ニ
シ
テ
其
講
ノ
聞
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
悼
ミ
、
四
方
ニ
求
メ
テ
ヤ
マ
ズ
、
幸
ニ
小
川
才
治
氏

(

小
川
晋
斎)

伝

写
セ
ル
ヲ
以
テ
恵
ミ
借
セ
ラ
ル
、
因
テ
再
ヒ
コ
レ
ヲ
写
シ
テ
後
來
ニ
貽
サ
ン
ト
ス
、
往
時
ヲ
追
想
シ
テ
情
ニ
タ
ヘ
ズ
、
実
ニ
明
和
三

年
丙
戌
ノ
秋
ナ
リ
、
斯
冬
先
生
阿
州
侯
ノ
聘
ニ
応
ジ
テ
京
師
ヲ
去
リ
、
遂
ニ
本
経
ヲ
キ
ク
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
惜
哉
、
是
ヨ
リ
先
キ
、
先

生
諸
生
ノ
為
ニ
本
義
疏
ヲ
ア
ラ
ハ
セ
リ
、
先
生
其
本
義
序
例
ノ
疏
ヲ
出
シ
テ
、
予
ニ
示
シ
タ
マ
ヘ
リ
、
ツ
イ
ニ
伝
写
シ
テ
、
ソ
ノ
伝

写
ノ
誤
ヲ
先
生
ニ
質
セ
リ
、
実
ニ
我
輩
ノ
大
幸
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
、
其
時
本
経
ノ
疏
未
成
、
其
後
阿
州
ノ
賓
館
ニ
シ
テ
、
上
下
経
ノ
疏
ヲ

ナ
シ
得
テ
、
恵
ミ
借
セ
ラ
ル
ベ
キ
約
ア
リ
、
先
生
俄
ニ
阿
州
ヲ
去
リ
摂
阪
ニ
寓
シ
、
尾
州
名
古
屋
ノ
巾
下
六
句
ニ
帰
リ
、
日
ナ
ラ
ズ

シ
テ
宇
治
ニ
来
リ
、
亡
幾
温
疫
ニ
罹
リ
、
ツ
イ
ニ
木
斎
ノ
僑
居
ニ
終
焉
、
本
経
ノ
疏
沈
没
シ
テ
見
エ
ズ
ト
木
斎
云
ヘ
リ
、
可
惜
可
悲
、

于
時
享
和
改
元
辛
酉
夏
五
月
十
三
日

蟹養斎の講学
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池
田
親
敬

欽
識

碩
水
文
庫
所
蔵

『

居
家
大
事
記』

・『

皇
極
内
篇
筮
占
儀』

の
大
尾
に
は

｢

池
田
親
敬｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
池
田
親
敬
と
は
、
引
用
し

た
明
和
三
年

(

一
七
六
六)

京
都
で
の
周
易
講
義
の
聴
講
を
許
さ
れ
た
人
物
で
、
久
米
訂
斎
の
弟
子
で
あ
る
。
細
野
要
斎
は

｢

書
久
米
訂

斎
先
生
書
簡
後｣

(『

感
興
漫
筆』

巻
三
十
八
名
古
屋
叢
書
第
二
十
二
巻
二
五
〇
頁)

を
記
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

久
米
訂
斎
、
諱
順
利
、
通
称
断
次
郎
、
号
訂
斎
。
三
宅
尚
斎
先
生
の
門
人
に
し
て
、
最
も
高
弟
と
為
す
。
初
め
師
の
教
え
を
受
け

て
退
き
、
糠
を
嘗
め
水
を
飲
み
、
心
気
を
試
す
こ
と
三
日
、
精
神

耗
せ
ず
、
貧
に
堪
え
ざ
る
を
知
り
、
志
を
学
に
定
む
と
云
う
。

学
成
り
て
京
師
に
教
授
し
、
従
遊
す
る
者
衆
し
。
聘
招
せ
ら
る
る
も
皆
応
ぜ
ず
、
貧
に
甘
ん
じ
道
を
楽
し
み
、
徳
望
は
一
時
に
崇
し
。

天
明
四
年
甲
辰
十
月
七
日
没
す
。
享
年
八
十
七
。
著
す
所
に
論
性
全
体
、
学
思
録
、
感
興
詩
筆
記
、
雑
談
録
、
及
び
諸
経
伝
筆
記
若

干
巻
有
り
。
門
人
池
田
氏
、
名
は
親
敬
、
通
称
儀
一
郎
、
志
摩
鳥
羽
の
人
、
事
歴
未
詳
、
蓋
し
篤
信
の
徒
也
。
其
の
蔵
す
る
所
の
書

冊
は
、
書
估
の
手
に
邇
落
し
、
渡
辺
善

偶
た
ま
数
本
を
買
い
、
此
の
一
通
を
其
の
紙
間
に
得
て
、
珍
重
し
て
将
に
�
装
せ
ん
と
し
、

余
に
其
の
尾
に
記
さ
ん
こ
と
を
請
う

(

�)

。

更
に
文
政
十
一
年
端
午
の
記
述

(『

名
古
屋
叢
書』

第
二
十
二
巻
二
五
六
頁)

に
よ
れ
ば
、｢

池
田
氏
安
重
ノ
父
ハ
親
敬
、
通
称
儀
一
郎
、

伊
勢
櫛
田
ノ
人
也
。
久
米
先
生
ニ
従
学
、
筆
記
等
蔵
書
多
シ
、
其
子
安
重
業
ヲ
継
、
門
人
モ
多
カ
リ
シ
ガ
、
五
六
年
前
歿
シ
、
其
蔵
書
ハ

津
ノ
門
人
某
ニ
伝
リ
タ
ル
ガ
、
其
家
ヨ
リ
皆
沽
却
セ
リ
、
多
ク
ノ
蔵
書
、
大
坂
ノ
書
估
買
タ
リ
、
其
残
リ
ヲ
尾
府
下
ノ
書
估
秋
田
屋
某

買
来
テ
鬻
リ
シ
也
、
狼
�
録
モ
其
中
ノ
書
ナ
リ
、
嚮
ニ
善
三
郎
、
久
米
先
生
ノ
雑
筆
記
、
池
田
氏
ノ
筆
記
等
ヲ
買
、
其
中
ニ
久
米
先
生
ノ

書
簡
モ
ア
リ｣

と
あ
る
。
蟹
が
阿
波
へ
去
っ
た
直
後
、
明
和
四
年
八
月
か
ら
、
久
米
は
近
思
録
・
性
論
の
講
義
を
始
め
て
お
り
、
そ
の
時

一
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の
講
義
録
が

『

久
米
先
生
講
席
打
聞』

(

碩
水
・
ク
・
五)

で
、
池
田
親
敬
は
そ
の
筆
記
者
で
あ
る
。
故
に
碩
水
文
庫
蔵

『

皇
極
内
篇
筮
卜

儀』
(

碩
水
・
コ
・
五
三)

は
池
田
氏
の
筆
写
本
の
系
統

(

細
野
要
斎
に
よ
れ
ば
、
地
元
の
渡
邊
善
三
郎
が
筆
写
し
た)

に
あ
る
も
の
だ
と

分
か
る
。『
皇
極
内
篇
筮
卜
儀』

巻
末
に
は
朱
書
で

｢

丙
戌
之
冬
、
蟹
先
生
に
謁
し
此
篇
を
得
。
因
て
前
年
模
す
る
所
の
書
と
授
く
る
と

こ
ろ
合
わ
せ
、
乃
ち
既
に
誤
字
を
改
め
、
脱
字
を
加
え
、
而
し
て
異
同
巳
に
見
ゆ
云

丁
亥
十
月
十
二
日
朝

親
敬
書｣

と
あ
り
、｢

丙

戌｣

は
、
池
田
親
敬
が
北
澤
遜
斎
を
介
し
て
蟹
養
斎
に
面
会
し
た
と
い
う
明
和
三
年

(

一
七
六
六)

の
こ
と
で
あ
る
。

蟹
養
斎
は
尚
斎
亡
き
あ
と
、
久
米
訂
斎
に
学
び
な
が
ら
、
京
都
寓
居
時
代
も
講
学
を
し
て
い
た
。
蟹
に
池
田
を
紹
介
し
た
北
澤
遜
斎
は

尚
斎
門
下
で
あ
り
、
久
米
・
蟹
・
北
澤
三
人
に
思
想
的
な
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
補
足
で
は
あ
る
が
、『

遜
斎
先
生
家
礼
口
義』

(

碩
水
・
シ
・
一
二
一)

・『

大
学
伝
十
章

(

三
宅
尚
斎
先
生
口
義)』

(

碩
水
・
タ
・
三
八)

・『

祭
祀
來
格
説

(

三
宅
尚
斎
先
生
朱
批)』

(

碩
水
・

サ
・
二
四)

・『

大
学
序

(

久
米
訂
斎
先
生
口
義)』

(

碩
水
・
タ
・
四
一)

な
ど
八
編
も
、
碩
水
文
庫
は
北
澤
遜
斎
に
関
連
す
る
著
述
を
架
蔵

し
て
い
る
。
北
澤
遜
斎
の
門
人
・
小
川
晋
斎
が
蟹
の
講
義
録
を
伝
写
し
て
い
た
こ
と
も
傍
証
と
し
て
重
要
で
あ
る
。『

小
川
晋
斎
学
話』

(

碩
水
・
オ
・
六)

に
は
、｢

蟹
先
生

義
一
郎
に
謂
い
て
曰
く｣

と
蟹
の
言
葉
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

｢

義
一
郎｣

こ
そ
、
池
田
親
敬

そ
の
人
で
あ
る
。
池
田
は
久
米
・
蟹
・
北
澤
三
人
に
学
ん
だ
こ
と
が
窺
え
、
当
時
の
崎
門
尚
斎
系
の
講
学
を
示
す
重
要
な
証
拠
で
あ
る
。

三
、
蟹
養
斎
の
体
認

『

日
本
儒
林
叢
書』

に

『

非
徂
徠
学』

が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
崎
門
で
蟹
養
斎
は
徂
徠
学
を
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

中
村
習
斎
に
よ
れ
ば
、『

非
徂
徠
学』

は
元
々

『

疑
学
則』

と
題
し
、
荻
生
徂
徠
の

『

学
則』

を
批
判
し
た
書
で
あ
っ
た
。
後
に

『

非
新

学』

と
改
題
し
、
伊
藤
・
荻
生
両
氏
の
説
を
評
し
、
当
時
蟹
に
従
游
し
た
も
の
は
謄
写
し
て
い
た
と
い
う

(

�)

。
こ
の
他
に
も
、｢

弁
仁
斎
徂

徠
二
先
生
学
書｣

・｢

俗
儒
弁｣

も
記
し
て
お
り
、
高
木
靖
文

(

�)

氏
は

｢

徂
徠
学
に
対
す
る
批
判
者
の
一
人
と
い
う
思
想
史
上
の
評
価
に
押
し

止
め
て
き
た
背
景
に
は
、
他
の
崎
門
末
流
と
同
様
に
著
述
の
全
容
確
定
の
困
難
さ
や
散
在
す
る
写
本
類
の
集
中
と
校
訂
の
難
し
さ
に
加
え

蟹養斎の講学
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て
、
不
幸
に
も
体
系
的
紹
介
が
遅
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う｣

と
指
摘
す
る
。
仁
斎
・
徂
徠
を
批
判
し
た
著
述

『
弁
異
編』

に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

正
学
ア
リ
、
異
学
ア
リ
、
正
学
ト
ハ
程
朱
ノ
学
也
、
孔
孟
以
来
相
伝
タ
ル
旨
ニ
テ
、
天
地
自
然
ノ
道
也
。
異
学
ト
ハ
、
天
地
自
然

ノ
道
ニ
本
ツ
カ
ズ
私
ノ
見
識
ヲ
タ
テ
、
程
朱
ノ
学
ヲ
ヤ
ブ
リ
テ
、
ミ
ダ
リ
ニ
孔
孟
ノ
本
旨
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
ル
所
ノ
学
也
。
近
世

王

陽
明

我
邦
ノ
伊
藤
氏
徂
徠
ナ
ド
ノ
学
コ
レ
ナ
リ
…
正
学
ヲ
キ
ワ
メ
ズ
ニ
イ
テ
、
異
学
ヲ
辨
ス
ル
ヲ
コ
ノ
ム
ハ
非
ナ
リ
、
サ
レ
ド
モ

正
学
ヲ
キ
ワ
メ
ヌ
ウ
チ
ニ
、
マ
ズ
異
学
ノ
説
ニ
ヒ
キ
コ
マ
レ
ウ
ロ
タ
エ
カ
ク
ル
コ
ト
也
。
近
来
コ
ノ
道
尤
ク
ラ
ミ
、
異
学
ノ
説
サ
カ

リ
ニ
ハ
ヤ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
コ
ト
更
コ
レ
ヲ
ワ
キ
マ
エ
子
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、
門
人
小
子
ニ
モ
、
イ
イ
キ
ケ
子
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ゾ
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
蟹
は

｢
程
朱
ノ
学
ト
チ
カ
フ
タ
ル
所
ノ
ク
ク
リ｣

と
し
て
十
ケ
條
を
挙
げ
、
そ
の
五
つ
目
に

｢

知
ヲ
ミ
ガ

ク
ヲ
本
ト
ス
、
行
ハ
知
ノ
カ
ゲ
テ
ナ
ツ
テ
ク
ル
ト
云
、
コ
レ
湖
南
ノ
学
ナ
リ
、
知
言
ノ
学
ト
云｣

、
そ
の
六
つ
目
に

｢

行
コ
ソ
大
事
ナ
リ
、

知
ハ
行
ノ
カ
ケ
デ
デ
テ
ク
ル
ト
ミ
ル
、
コ
レ
王
陽
明
ノ
学
也
、
知
行
合
一
ノ
説
ナ
リ
、
仁
斎
ノ
学
モ
コ
レ
ヨ
リ
ヒ
ラ
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

サ
レ
ド
モ
王
氏
ト
ハ
少
シ
チ
ガ
ウ
テ
、
知
行
ト
モ
ニ
カ
オ
イ
レ
レ
ド
モ
、
知
ヲ
キ
ワ
メ
ル
ヲ
ニ
ク
ミ
、
行
ヲ
ヲ
モ
ト
ミ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ｣

と
言
う
。
蟹
に
と
っ
て
は
、
知
と
行
の
関
係
が
問
題
で
あ
っ
て
、
朱
子
学
の

｢

先
知
後
行｣

と
い
う
修
養
法
の
観
点
か
ら
、
陽
明
・
仁
斎
・

徂
徠
の
学
を
分
析
す
る
点
が
非
常
に
興
味
深
い
。

蟹
養
斎
の
学
問
的
な
特
徴
は
、
決
し
て
徂
徠
学
批
判
だ
け
で
は
な
い
。
特
徴
と
し
て
二
つ
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
一
つ
は

『

小
学』

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
、
も
う
一
つ
は
教
学
方
法
で
あ
る
。
両
者
に
は
、｢
体
認｣

と
い
う
繋
が
り
が
あ
る
。
千
手
興
成

｢

校
養
斎
先
生
読

小
学
記
序

(

�)｣

に

｢

先
生
平
日
小
学
の
書
を
尊
ぶ
こ
と
甚
だ
篤
し
。
其
の
師
説
を
祖
述
し
、
以
て
読
小
学
記
五
巻
を
著
わ
す
、
大
旨
・
字
訓
・

句
義
・
体
認
・
弁
疑
の
五
目
を
立
て
、
以
て
其
の
意
を
解
す

(

�)｣

と
記
す
。
先
に
、
蟹
の
教
学
方
法
を
み
て
み
よ
う
。『

諸
生
階
級』

新
学
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上
座
に
は
、
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

講
釈
の
き
き
方
前
に
の
べ
た
る
通
、
懈
怠
な
く
、
精
神
を
い
れ
、
体
認
す
る
、
此
三
ヶ
条
、
弥
よ
く
守
る
べ
し
。
此
外
に
、
規
矩

に
あ
ら
あ
ら
の
べ
た
る
通
、
惣
体
書
物
に
音
読
有

(

よ
み
ご
へ
の
事
な
り)

、
文
義
有(

此
字
は
な
に
の
事
、
此
句
は
な
に
の
事
と
い
ふ
所
な
り)

、

大
旨
有

(

是
か
ら
是
迄
は
、
な
に
の
事
と
い
ふ
ひ
つ
く
く
り
の
所
を
一
段
の
大
旨
と
い
ふ
。
此
章
は
な
に
の
事
、
此
巻
は
な
に
の
事
、
こ
の
書
は
な
に
を

い
ふ
た
る
物
と
い
ふ
所
、
皆
大
旨
な
り)

、
本
意
有

(

此
段
此
章
、
な
に
の
た
め
に
い
ふ
、
此
書
は
な
に
の
た
め
に
出
来
た
る
と
い
ふ
所
な
り)

、
疑
難

有

(

そ
の
い
ふ
て
あ
る
所
、
外
と
く
い
ち
が
ふ
様
に
見
へ
、
又
我
身
に
つ
と
め
て
み
て
、
さ
は
な
り
に
く
く
、
わ
る
き
様
に
み
へ
て
、
実
は
わ
る
か
ら
ぬ

わ
け
を
い
ふ
、
又
実
に
わ
る
き
所
の
あ
る
を
も
い
ふ)

、
功
用
有

(

是
は
我
が
こ
の
時
の
心
得
に
す
る
筈
、
あ
れ
は
あ
の
時
の
手
本
に
す
る
が
よ
い
と
い

ふ
所)

、
此
六
を
す
ま
し
て
き
か
す
る
が
講
釈
な
り
。
是
を
講
釈
き
く
べ
き
前
に
、
一
座
に
き
く
紙
数
ほ
ど
を
、
其
日
又
は
前
日
に

も
、
註
を
よ
み
、
尚
斎
先
生
の
筆
記
を
考
え
、
又
是
迄
、
き
き
た
る
を
た
よ
り
に
し
、
い
か
や
う
共
一
分
に
な
り
た
け
、
無
理
に
も

推
量
し
、
す
ま
し
て
見
、
す
ま
ぬ
所
を
書
付
、
目
録
と
し
、
持
て
出
る
を
下
見
と
い
ふ

(

講
釈
す
る
所
六
ヶ
条
が
お
も
な
れ
ば
、
此
れ
六
つ

を
さ
へ
よ
く
心
得
お
け
ば
、
き
く
と
き
す
み
よ
し
、
さ
な
け
れ
ば
講
釈
も
す
み
か
ね
、
き
き
お
ぼ
ゆ
る
手
が
か
り
な
し)

、
席
へ
出
、
師
の
い
ふ
所
を

し
か
と
気
を
つ
け
、
か
の
下
見
に
我
す
ま
し
た
る
通
か
、
す
ま
し
た
る
と
ち
が
い
た
る
か
、
す
ま
ざ
る
所
す
み
た
る
か
、
我
お
も
ひ

つ
か
ぬ
事
い
わ
る
る
か
、
此
四
を
き
き
取
り
、
よ
く
覚
へ
る
な
り
。
師
の
弁
を
め
た
と
お
ぼ
へ
、
口
う
つ
し
を
す
る
事
に
あ
ら
ず
。

又
う
か
う
か
と
聞
べ
か
ら
ず
。
是
を
聞
取
と
い
ふ

(

此
通
に
き
か
ね
ば
、
聞
違
て
き
き
覚
も
た
し
か
な
ら
ず
、
但
未
熟
な
る
内
は
、
文
義
・
本
意

を
第
一
に
き
く
が
よ
し)

。
宿
へ
か
へ
り
て
、
聞
た
る
所
を
と
く
と
よ
み
、
音
読
・
大
旨
・
文
義
・
本
意
・
疑
難
・
功
用
、
と
く
と
す

ま
し
、
忘
た
る
所
は
、
お
も
ひ
出
し
見
、
お
も
ひ
出
さ
れ
ぬ
所
じ
ゃ
、
書
出
し
お
く
べ
し
。
是
を
か
へ
り
見
と
い
ふ
。(

是
は
い
か
ほ

ど
ひ
ま
な
く
共
、
せ
で
か
な
わ
ぬ
事
な
り
。
さ
な
け
れ
ば
き
き
た
る
所
、
と
く
と
我
物
に
な
ら
ず)

講
席
に
て
、
直
に
き
き
お
と
し
、
又
は
き
と

す
ま
ぬ
所
を
、
付
紙
し
て
お
き
て
、
師
友
に
た
づ
ぬ
べ
し
。
又
か
へ
り
見
の
上
、
忘
れ
た
る
を
書
出
し
た
る
も
、
早
速
師
友
に
た
づ
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ぬ
べ
し
。
不
審
を
た
め
置
べ
か
ら
ず
。
是
を
問
返
と
い
ふ

(

こ
れ
な
け
れ
ば
、
す
ま
ぬ
所
い
つ
迄
も
す
ま
ず
し
て
、
物
に
な
ら
ず)

。
か
へ
り

見
の
上
、
聞
お
ぼ
へ
た
る
通
、
又
と
ひ
返
し
て
す
み
た
る
通
を
、
そ
の
ま
ま
書
付
べ
し
。
こ
れ
を
聞
書
と
い
ふ

(

是
な
け
れ
ば
、
お
ぼ

へ
て
も
、
や
が
て
取
う
し
な
ふ
。
但
講
座
に
て
、
是
を
手
に
て
書
と
め
ん
と
す
れ
ば
、
耳
に
き
き
と
む
る
所
う
す
く
、
精
神
い
り
が
た
し
。
只
お
ぼ
へ
る
は

大
義
な
る
様
な
れ
ど
も
、
何
も
か
わ
り
た
る
事
お
ぼ
へ
る
に
て
な
し
。
す
ま
ぬ
所
を
お
ぼ
へ
る
ま
で
な
り
。
下
見
さ
へ
よ
く
す
れ
ば
、
す
み
た
る
所
と
、
す

ま
ぬ
所
と
、
は
き
と
わ
か
れ
い
る
故
、
き
く
時
に
、
聞
取
さ
へ
よ
け
れ
ば
、
す
ま
ぬ
所
、
す
ま
し
ち
が
へ
、
心
づ
か
ぬ
事
、
き
と
耳
に
と
ま
り
、
覚
ら
る
る

な
り
。
第
一
精
神
を
い
る
れ
ば
、
い
や
共
わ
す
れ
ず
、
少
わ
す
れ
た
る
所
は
、
と
ひ
返
し
て
す
む
な
り
。
此
通
に
せ
ず
、
め
つ
さ
う
に
き
き
お
ぼ
へ
た
る
は
、

や
く
に
た
た
ず
、
お
ぼ
へ
ら
れ
も
せ
ず)

。
…
此
五
ヶ
条
、
一
つ
も
ぬ
か
す
べ
か
ら
ず
。
大
切
な
る
事
に
て
、
扨
い
づ
れ
を
す
る
時
も
、

精
神
を
い
れ
、
体
認
を
な
し
、
お
こ
た
る
べ
か
ら
ず
。

蟹
は
こ
の
よ
う
に
、
予
習
復
習
の
細
か
な
方
法
を
定
め
て
、
会
読
・
輪
講
な
ど
を
し
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
二
点
あ
る
。
第
一
に

書
入
れ
の
方
法
で
あ
る
。
伝
写
本
は
、
印
刷
物
で
は
な
い
た
め
、
欄
外
書
入
れ
が
ど
の
段
階
で
入
っ
た
も
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
ま
し
て
や
伝
写
さ
れ
る
過
程
で
、
本
文
と
註
や
書
入
れ
が
混
在
し
て
写
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『

尚
斎
先
生
小
学

筆
記』

は
、
九
州
大
学
だ
け
み
て
も
、
近
藤
文
庫

(
一
二
三
・
シ
・
八
二)

、
千
浦
守
義
筆
写
本

(

一
二
三
・
シ
・
一
一
五)

、
文
政
五
年
松
尾

筆
写
本

(

支
哲
・
五
一
・
二
二
三)

、
文
化
元
年
蘊
徳
館
筆
写
本

(
支
哲
・
五
一
・
二
二
四)

、
尼
崎
修
斎
筆
写
本

(

碩
水
・
シ
・
一
八
〇)

の
五
種

類
あ
り
、
基
本
的
な
形
式

(

漢
文
で
、『

文
会
筆
録』

に
倣
っ
た
書
式)

は
同
じ
だ
が
、
異
同
が
あ
る
。
蟹
養
斎
の
聞
取
・
か
え
り
見
・

問
返
・
聞
書
と
い
う
方
法
、
お
よ
び
六
つ
の
解
釈
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
欄
外
に
ど
の
よ
う
な
過
程
で
書
き
込
ま
れ

た
の
か
わ
か
る
。(

筆
写
が
本
人
と
は
限
ら
な
い
が
、｢

蕃
問｣

・｢

先
生
曰｣
と
あ
り
、
中
村
習
斎
が
問
返
を
記
し
た
も
の)

一
七
八



【
火
葬
弁

(

碩
水
・
カ
・
三
五)

の
書
入
れ
】

『

教
導
大
要』

に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

コ
ノ
六
ノ
内
、
肝
心
ノ
処
ハ
コ
ウ
ヤ
子
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ソ
ト
、
深
切
ニ
身
ニ
引
付
ケ
テ
、
ハ
ツ
キ
リ
ト
ノ
ミ
コ
マ
ス
ル
、
コ
レ
ヲ
体

認
ト
イ
フ
。
コ
ノ
体
認
ガ
イ
チ
ノ
ヲ
モ
イ
処
ニ
テ
、
コ
レ
ニ
テ
シ
マ
リ
カ
ツ
ク
、
コ
レ
ナ
ク
テ
ハ
用
ニ
タ
チ
ガ
タ
シ
、
コ
コ
ニ
心
ヲ

付
ケ
、
ス
イ
フ
ン
マ
マ
ヲ
ヌ
カ
サ
ヌ
カ
、
講
釈
ス
ル
ニ
ツ
イ
テ
、
第
一
ノ
コ
コ
ロ
エ
、
ソ
レ
デ
上
手
ト
イ
エ
ル
コ
ト
ニ
テ
、
コ
レ
ガ
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ナ
ケ
レ
バ
俗
儒
ニ
ヲ
チ
イ
ル
ナ
リ
。

輪
講
ノ
シ
カ
タ
、
第
一
精
神
ヲ
イ
レ
テ
ヨ
ム
ベ
シ
。
大
旨
・
文
義
・
本
意
・
疑
難
・
功
用
ヲ
ハ
キ
ハ
キ
ト
イ
イ
ノ
ベ
、
イ
イ
方
跡

先
ニ
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
、
又
随
分
ヒ
ラ
タ
ク
、
オ
ロ
カ
ナ
ル
モ
ノ
ノ
ガ
テ
ン
シ
ヨ
キ
ヤ
ウ
ニ
イ
フ
ベ
シ
。
随
分
キ
ク
者
ノ
、
引
ウ
ケ
ル
ヤ

ウ
ニ
ヨ
ミ
我
モ
体
認
シ
、
人
ニ
モ
体
認
サ
ス
ベ
シ
。

ソ
ノ
ス
マ
シ
カ
タ
、
前
ニ
イ
フ
タ
ル
下
見
ノ
通
、
精
神
ヲ
イ
ル
ル
ハ
、
ス
マ
シ
テ
イ
ク
時
ノ
本
ナ
リ
。
体
認
ヲ
ス
ル
ハ
、
ス
マ
シ

タ
ル
上
ノ
ト
ト
ノ
ヒ
ナ
リ
。

蟹
は
、
崎
門
の
特
徴

(

�)

と
い
う
べ
き

｢

体
認｣

を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
蟹
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
教
学
方
法
を
執
っ
た
の
か
。
そ
の
点
に
、

当
時
の
朱
子
学
ひ
い
て
い
え
ば
崎
門
に
存
在
し
た
問
題
を
匂
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、『

小
学』

は
山
崎
闇

斎
の

『

小
学
本
註』

、『

朱
子
家
礼』

は
浅
見
絅
斎
の
点
と
蟹
は
定
め
て
い
る
。『

聖
教
指
南
車』

に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

(

略)

○
又
他
ノ
朱
子
学
ト
ナ
ノ
ル
輩

多
ク
ハ
小
学
ヲ
カ
ル
キ
書
ト
コ
コ
ロ
エ

ナ
リ
ア
イ
ニ
サ
ツ
ト
ヨ
ン
テ
オ
キ

早
速
四
書
ニ

ト
リ
ツ
キ
或
ハ
マ
ツ
四
書
ヲ
ヨ
ミ
キ
カ
セ

ソ
ノ
上
ニ
テ
タ
ダ
タ
ダ
小
学
ヲ
ヨ
ミ
キ
カ
ス
ハ

朱
子
ノ
意
ヲ
シ
ラ
ヌ
ア
ヤ
マ
リ

タ

ト
ヒ
年
長
メ
学
ニ
ト
リ
カ
カ
リ

且
君
ヲ
タ
ス
ケ

人
ヲ
治
ル
ノ
任
ア
ツ
テ

イ
ト
マ
ナ
キ
身
ナ
リ
ト
モ

ソ
ノ
ト
リ
オ
ク
レ
ハ
是

非
モ
ナ
シ

小
学
ニ
熟
セ
ス
シ
テ
ハ

ナ
ニ
ヲ
以
テ
大
学
ニ
ス
ス
マ
ル
ヘ
キ
ヤ

ヤ
ム
ヲ
エ
ズ
シ
テ

二
学
兼
学
フ
ト
モ

小
学
ヲ

第
一
ニ
熟
シ
テ

ソ
ノ

根
本
ヲ
カ
タ
ム
ヘ
キ
コ
ト

実
ニ
朱
子
ノ
明
訓
ナ
リ
○
又
他
ノ
朱
子
学
ト
ナ
ノ
ル
輩

多
ク
ハ
小
学
ノ
句

読
ヲ
用
ヒ
或
ハ
本
註
ア
ル
コ
ト
ヲ
不
知

家
礼
ハ
丘
氏
ノ
儀
節
ヲ
用
ヒ

俗
本
ノ
儀
節
ノ
外
題
ニ
文
公
家
礼
ト
誤
題
シ
タ
ル
ヲ
ワ
キ

マ
ヘ
ス

コ
レ
ヲ
朱
子
ノ
本
書
ト
コ
コ
ロ
エ

別
ニ
朱
子
ノ
元
本
ア
ル
ヲ
シ
ラ
ヌ
人
モ
ア
リ

近
思
録
モ
葉
采
カ
集
解
ヲ
用
ヒ
四
書

ヲ
講
ス
ル
モ

大
学
或
問
中
庸
ノ
集
略
或
問
論
孟
ノ
読
法
ヲ
ハ
自
分
サ
ヘ
詳
ニ
ス
…

一
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(

略)

五
経
モ
雲
川
氏
ノ
点
本
ヲ
山
崎
点
ト
偽
リ
題
シ
タ
ル
ニ
ア
ザ
ム
カ
レ
、
山
崎
ノ
流
ヲ
ク
ム
人
ノ
内
ニ
サ
ヘ
先
ヅ
礼
記
を
ヨ
マ
セ

テ
三
礼
ノ
ソ
ヨ
ミ
ノ
サ
ツ
ケ
ヌ
モ
ア
レ
バ
、
マ
シ
テ
他
ノ
朱
子
学
ト
称
ス
ル
輩
ハ
礼
記
バ
カ
リ
ヲ
、
礼
経
ト
コ
コ
ロ
エ
三
礼
ヲ
ヨ
マ

ヌ
人
多
シ
。

闇
斎
の
門
人
・
雲
川
弘
毅
が
出
版
し
た
本
が
流
布
し
、
崎
門
の
中
で
も
、『

小
学』

や

『

家
礼』

に
対
し
て
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
る

こ
と
を
蟹
は
問
題
視
し
て
い
る
。『

教
導
大
要』

に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。

(

略)

或
イ
ハ
一
見
識
ヲ
タ
テ
テ

ワ
カ
世
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ニ
マ
カ
セ
イ
ル
ヲ
カ
サ
リ
テ
曰

小
学
ノ
本
註
ハ
小
学
集
成
ノ
中
ニ
ノ
セ
テ

ア
レ
ト
必
竟
カ
朱
子
ノ
注
ナ
ル
ト
モ
定
メ
ラ
レ
ス

ソ
ノ
上
句
読
ニ
ハ
文
字
ヲ
明
白
ニ
ト
キ

義
理
ヲ
精
密
ニ
シ
テ
小
学
ヲ
ス
マ
ス

便
ト
ナ
ル
コ
ト
ハ

本
註
ニ
マ
サ
レ
リ

コ
レ
ヲ
以
本
文
ノ
意
ヲ
ヨ
ク
得
ル
時
ハ
朱
子
ノ
意
ニ
ソ
ム
ク
コ
ト
ア
ラ
ス

シ
カ
レ
ハ
世

ニ
用
ヒ
来
リ
タ
ル
ニ
マ
カ
セ
句
読
ニ
テ
講
ス
ル
コ
ト
ナ
ン
ゾ
フ
カ
ク
ト
ガ
ム
ベ
キ
ヤ
ト
イ
ヘ
リ

予
曰
コ
ノ
説
非
ナ
リ

本
註
ノ
朱

説
ナ
ル
コ
ト
ハ

語
類
ニ
明
證
ア
リ

ソ
ノ
注
解
ノ
法
モ
ツ
ハ
ラ
発
蒙
ヲ
主
ト
シ
我
ニ
得
ル
ヲ
要
ト
シ

ソ
ノ
詳
ナ
ル
処
ハ
詳
ナ
ル

子
細
ア
リ

略
セ
ラ
ル
ル
処
ハ
略
セ
ラ
ル
ル
子
細
ア
リ

句
読
ノ
解
ハ
小
学
ノ
本
意
ヲ
シ
ラ
ス

徒
ニ
精
詳
明
白
ヲ
コ
ノ
ミ

朱
子

ノ
正
旨
ニ
ソ
ム
キ

小
益
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ

大
害
ヲ
生
ス
ル
所
マ
マ
多
シ

且
タ
ト
ヒ
本
註
ニ
マ
サ
ル
ト
モ

ミ
ツ
カ

ラ
ア
ン
デ
ミ
ツ
カ
ラ
註
シ
玉
フ
モ
ノ
ヲ
ス
テ
テ

後
世
刪
改
ノ
註
ヲ
用
ユ
ヘ
ケ
ン
ヤ

カ
ノ
句
読
ヲ
非
ト
セ
ヌ
説
ハ

オ
ノ
ガ
ア
ヤ

マ
チ
ヲ
改
ル
ニ
ハ
ハ
カ
リ

又
流
ヲ
俗
ニ
同
フ
ス
ル
コ
ト
ヲ
コ
ノ
ミ
シ
井
テ
一
説
ヲ
ナ
ス
ノ
ミ

ソ
ノ
家
礼
ハ
儀
節
ヲ
用
ヒ

近
思

録
ハ
葉
解
ヲ
用
ヒ

四
書
ノ
或
問
読
法
を
ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ニ
セ
ス

五
経
ノ
講
ス
ヘ
キ
品
ヲ
講
セ
シ
メ
ト
モ

ミ
ナ
サ
マ
サ
マ
ノ
飾
言

ア
レ
ト

亦
皆
流
ヲ
俗
ニ
同
ス
ル
ノ
志

過
ヲ
ト
ケ
非
ヲ
カ
サ
ル
ノ
説
ニ
テ

根
原
ハ
根
力
ノ
ク
ラ
キ
ト

私
意
ノ
力
チ
カ
タ
キ
ト

ヨ
リ
出
ル
コ
ト
ナ
リ

蟹養斎の講学
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闇
斎
の
小
学
本
註
は

『

小
学
集
成』

に
載
せ
ら
れ
た
本
註
を
拔
書
し
て
作
ら
れ
た
。『

小
学』

を
読
ま
せ
る
闇
斎
の
教
授
法
の
真
意
が

伝
わ
ら
な
い
の
は
、
陳
選

『

小
学
句
読』

の
せ
い
で
あ
る
と
蟹
は
考
え
た
。
明
和
四
年

(

一
七
六
七
年)

蟹
養
斎
が
六
十
一
歳
の
時
に
書

い
た

『
句
読
弁』

に
は
次
の
よ
う
に
、
陳
選

『

小
学
句
読』

の
害
を
四
つ
挙
げ
る
。

或
ひ
と
曰
く
、
句
読
漫
り
に
乱
す
る
其
の
害
の
大
な
る
者
、
何
如
。

曰
く
、
陳
選
は
朱
註
を
棄
て
、
句
読
を
作
す
は
、
是
れ
朱
子
を
軽
視
す
る
也
。
後
儒
之
を
取
る
も
、
是
れ
亦
た
朱
子
を
軽
視
す
る

也
。
之
を
軽
視
し
て
、
豈
に
能
く
其
の
教
を
得
る
こ
と
有
ら
ん
や
、
其
の
害
の
一
也
。
小
学
は
力
行
を
以
て
主
と
為
す
、
四
書
は
窮

理
を
以
て
先
と
為
す
、
各
お
の
其
の
分
有
り
て
、
講
読
は
宜
し
く
殊
に
す
べ
く
、
故
に
朱
子
の
小
学
に
於
て
は
、
浅
く
其
の
義
を
解

し
、
速
や
く
其
の
行
を
勉
め
、
四
書
の
基
を
立
つ
る
を
以
て
す
、
且
つ
夫
れ
小
学
は
、
蒙
を
導
び
く
の
書
也
。
故
に
彼
の
元
亨
利
貞
、

天
命
率
性
の
如
き
は
、
註
解
を
加
え
ず
、
特
だ
蒙
士
を
し
て
、
此
の
句
を
唱
え
読
ま
し
め
、
彷
彿
と
し
て
、
之
を
教
う
る
に
天
に
本

づ
く
を
知
道
ら
し
む
る
の
み
。
仁
義
の
解
も
、
亦
た
固
よ
り
古
注
、
之
を
し
て
仁
義
の
状
を
知
ら
し
む
る
の
み
。
其
の
精
密
に
至
り

て
は
則
ち
大
学
の
士
、
當
に
窮
索
し
て
経
解
し
之
を
詳
ら
か
に
す
べ
き
所
な
り
。
陳
選
之
を
知
ら
ず
、
本
義
集
注
を
取
り
て
之
を
釈

し
、
注
の
中
に
此
の
類
枚
挙
す
る
べ
か
ら
ず
、
啻
だ
蒙
士
を
し
て
通
じ
難
く
す
る
の
み
な
ら
ず
、
之
を��

等
、
或
い
は
誤
認
、
或
い

は
倦
高
せ
し
め
、
或
い
は
其
の
頴
悟
好
高
な
る
者
を
、
遂
に
は
空
論
に
走
ら
し
め
、
以
て
速
行
の
途
を
塞
ぐ
に
足
る
、
其
の
害
の
二

也
。
六
律
・
八
音
・
六
芸
の
解
、
詳
し
く
古
注
に
載
す
、
此
れ
小
子
を
し
て
、
古
教
の
遺
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
、
其
の
意
は
語
類

に
見
え
、
而
れ
ど
も
陳
選
之
を
省
略
す
、
蓋
し
亦
た
事
実
を
厭
い
理
屈
に
僻
よ
る
者
也
。
温
公
の
説
、
多
く
時
に
随
う
處
・
宜
の
方

を
示
し
、
此
れ
聖
法
を
今
日
に
行
わ
し
め
ん
と
欲
す
、
而
れ
ど
も
陳
選
多
く
之
を
刪
り
、
蓋
し
亦
た
朱
子
の
用
心
の
厚
き
を
明
ら
め

ざ
る
の
み
。
此
れ
皆
人
を
し
て
口
耳
四
寸
の
学
に
走
ら
し
む
、
其
の
害
の
三
也
。
古
経
は
簡
質
に
し
て
文
は
多
く
難
渋
た
り
、
漢
儒

古
よ
り
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
其
の
解
は
先
秦
の
口
授
耳
伝
に
頗
出
す
、
故
に
朱
注
は
多
く
古
注
を
取
る
。
但
だ
理
甚
だ
當
ら
ざ
れ

一
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ば
、
然
る
後
に
之
を
改
む
。
句
読
は
其
の
私
見
を
張
り
、
軽
が
ろ
し
く
新
説
を
生
い
、
理
明
な
る
如
し
と
雖
ど
も
、
何
為
れ
ぞ
必
ず

然
ら
ん
。
言

古
に
則
と
ら
ず
、
妄
り
に
旧
伝
を
廃
す
、
其
の
害
の
四
也
。
四
害
主
と
為
れ
ば
、
百
害
之
に
従
う
、
懼
れ
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
也

(

�)

。

陳
選
の
註
が
、『
小
学』

を
編
集
し
た
朱
熹
の
真
の
意
を
わ
か
ら
な
く
さ
せ
て
い
る
と
蟹
は
批
判
す
る
。
朱
熹
は

｢

敬
を
持
し
て
以
て

小
学
の
闕
を
補
う

(

�)｣
と
言
う
よ
う
に
、『

小
学』

が
散
逸
し
、
小
学
の
工
夫
と
い
う
心
を
収
斂
す
る
工
夫
を
し
て
い
な
い
、
そ
れ
が
問
題

だ
と
考
え
た
。
朱
熹
は

『
大
学』

に
対
応
す
る
よ
う
な

『

小
学』

が
必
要
だ
と
考
え
、『

礼
記』

や

『

儀
礼』

と
い
っ
た
経
典
に
残
存
す

る
記
述
の
中
か
ら
今
に
通
じ
る
よ
う
な
も
の
を
選
択
し
、
全
く
新
し
い

『

小
学』

を
編
集
し
た
。
そ
の
編
集
過
程
で
、
朱
熹
は
自
注

(

�)

を
附

し
た
。
蟹
は
朱
熹
の
注
を
蔑
ろ
に
す
る
陳
選
の
編
集
態
度
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
批
判
し
て
い
る
。
山
崎
闇
斎
は

『

文
会
筆
録』

巻
一
で

｢

小
学
は
只
だ
朱
氏
の
旧
本
を
以
て
、
之
を
読
め
ば
足
れ
り
。
諸
家
の
註
解

用
ふ
る
勿
れ
。
諸
家
の
彼
は
此
よ
り
善
き
は
則
ち
之
れ
有

り
、
句
読

是
れ
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
本
註
を
除
く
、
忌
憚
の
莫
き
こ
と
甚
し

(

�)｣

と
、
陳
選

『

小
学
句
読』

を
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り

当
時
の

『

小
学』

に
対
す
る
認
識
で
い
え
ば
、
闇
斎
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
と
蟹
は
感
じ
て
い
た
の
で

あ
る
。

図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、『

道
学
資
講』

に
は
、
彼
の
門
人
・
中
村
習
斎
が
天
明
三
年

(

一
七
八
三)

に
記
し
た

｢

小
学
図｣

が
あ
る
。

こ
の
図
は
、
李
退
渓

『

聖
学
十
図』

の
第
三
小
学
図
を
踏
ま
え
て
い
る
。
し
か
し
李
退
渓
の
小
学
図
に
は
、
蟹
が
示
し
た
よ
う
な
序
と
題

辞
の
位
置
付
け
が
な
く
、
こ
の
点
に
蟹
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

蟹養斎の講学
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朱
熹
が

『

小
学』

を
編
纂
し
た
意
図
を
述
べ
た
序

(

小
学
書
題)

と
題
辞
は
、
朱
子
学
で
は
大
学
に
貫
通
す
る
哲
学
的
韻
文
と
し
て
重

じ
ら
れ
て
い
る
。
闇
斎
は

『

大
学
垂
加
先
生
講
義』

の

｢

古
法
之
宜
於
今｣

の
箇
所
で

｢

小
学
題
辞
ヲ
見
合

み
あ
わ
す

ベ
シ
。
只
ナ
ミ
�

ニ
、
考

ヘ
デ
カ
ナ
ハ
ヌ
コ
ト
ヂ
ャ
ト
バ
カ
リ
云
終
タ
コ
ト
ニ
非
ズ
。
深
ウ
思

入

お
も
い
い
れ

ノ
ア
ル
書
様
か
き
よ
う

也
。
其
思
ヒ
入
ノ
所
ヲ
見
コ
マ
ネ
バ
、
死
底

し
に
て
い

ニ
シ

テ
終
ル
ゾ｣

と
い
う
。
蟹
は

『

小
学』

の
序
と
題
辞
を
特
に
重
視
し
て
い
た
よ
う
だ
。
蟹
の

『

読
小
学
記』

は
各
條
と
各
章
そ
れ
ぞ
れ
に

｢

体
認｣

の
項
が
あ
る
。
筆
者
が
実
見
し
た

『

読
小
学
記』

の
巻
頭
に
は

｢

読
小
学
法｣

が
附
し
て
あ
り
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

一
八
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小
学
を
読
む
に
は
大
要
有
り
、
必
ず
躬
自
力
行
す
る
を
以
て
主
と
為
し
、
釈
文
解
義
す
れ
ば
須
ら
く
力
行
せ
ん
と
欲
す
べ
し
。
一

を
知
れ
ば
則
ち
其
の
一
を
行
わ
ん
と
欲
し
、
二
を
知
れ
ば
則
ち
其
の
二
を
行
わ
ん
と
欲
す
、
此
れ
之
を
体
認
と
謂
う
。
然
ら
ざ
れ
ば

則
ち
口
談
高
遠
の
病
萌
す
な
り
。
意
に
風
俗
を
軽
ん
ず
る
害
生
ず
る
な
り
。
啻
だ
に
聖
訓
の
正
を
失
な
う
の
み
な
ら
ざ
る
也
。
専
主

力
行
す
と
雖
ど
も
、
而
れ
ど
も
体
認
の
途
、
釈
文
解
義
よ
り
始
ま
る
。
先
ず
須
ら
く
字
訓
・
句
義
・
大
旨
・
本
意
を
知
る
べ
し
。
因

り
て
弁
疑
・
処
宜
に
及
び
て
以
て
之
を
体
認
す
べ
し
。
然
れ
ば
其
の
主
と
す
る
所
は
力
行
に
在
り
。
故
に
訓
義
は
一
に
本
注
に
従
い

て
、
本
注
の
言
わ
ざ
る
も
の
は
、
粗
ぼ
師
の
解
す
る
所
を
聞
き
、
必
す
し
も
拘
々
細
密
せ
ず

(

�)

。

｢

体
認
の
途｣

と
い
う
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
蟹
は

｢

知
っ
た
こ
と
を
行
お
う
と
す
る｣

、
そ
れ
を

｢

体
認｣

だ
と
い
う
。
つ
ま
り
自
分

の
身
と
心
を
以
て
理
解
し
行
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
理
解
す
る
た
め
に
は
文
意
や
字
義
に
通
じ
る
こ
と
も
当
然
必
要
だ
が
、
一
番
重
要
な
の

は
自
ら
行
う
と
い
う
こ
と
だ
と
、
蟹
は
考
え
て
い
る
。
蟹
は
陳
選

『

小
学
句
読』

を
否
定
し
た
が
、
そ
の
他
の
古
註

[

鄭
玄
や
何
士
信
・

呉
訥
な
ど]

か
ら

｢

己
に
切
な
る
も
の

(

�)｣

を
採
用
し
た
と
編
集
方
針
を
明
記
す
る
。｢

小
学
題
辞｣

全
章
に
附
し
た

[

弁
疑]

に
も

｢

此

の
章

諸
儒
の
解
す
る
所
、
多
く
異
同
有
り
、
如
何
。
今
予
の
記
す
所
、
専
ら
其
の
己
に
切
な
る
者
を
取
る
。
読
法
に
言
う
所
の
如
き
は
、

中
ら
ず
と
雖
ど
も
遠
か
ら
ず
。
読
者
、
姑
ら
く
一
説
に
従
い
、
其
の
主
と
す
る
所
は
、
則
ち
当
に
尊
道
力
行
の
志
を
立
つ
る
に
在
り
、
訓

義
の
末
に
拘
拘
と
す
る
べ
か
ら
ざ
る
也

(

�)｣

と
言
う
。
さ
ら
に

｢
小
学
題
辞｣

全
章
で

[

体
認]

す
べ
き
こ
と
を
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。

[

全
章
体
認]

又
案
ず
る
に
体
認
に
三
有
り
。
曰
く
加
勉
、
其
の
既
に
有
る
所
に
し
て
、
愈
ま
す
怠
た
ら
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
を
言
う

也
。
曰
く
励
行
、
及
ぶ
も
未
だ
行
わ
ず
、
志
を
励
ま
し
之
を
行
わ
ん
と
欲
す
る
を
言
う
也
。
曰
く
期
望
、
未
だ
遽
に
至
る
べ
か
ら
ず

し
て
、
終
に
此
に
至
ら
ん
と
欲
す
る
を
言
う
也
。
書
を
読
む
者

必
ず
当
に
訓
に
就
き
て
以
て
之
を
体
す
べ
し
。
此
の
三
法
の
如
く
、

而
し
て
小
学
は
皆
加
勉
・
励
行
の
二
に
則
り
、
其
の
初
め
て
題
辞
を
読
む
は
、
先
に
須
ら
く
此
の
二
法
を
深
く
す
べ
し
、
然
る
後
に

蟹養斎の講学
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之
を
得
べ
し
、
軽
忽
す
べ
か
ら
ざ
る
也

(

�)

。

蟹
は
、｢

加
勉｣

と

｢

励
行｣

を
身
に
し
み
こ
ま
せ
る
た
め
に
、
注
を
附
せ
ず
に

｢

題
辞｣

を
読
ま
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
朱

熹
が

『
小
学』

編
纂
の
意
図
を
記
し
た

｢

小
学
題
辞｣

の
一
句

｢

嗟
嗟

小
子
、
敬
み
て
此
の
書
を
受
け
よ｣

の

[

体
認]

の
欄
に
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

[

体
認]

敬
受
の
二
字
、
此
の
教
を
得
る
所
以
な
り
。
敬
の
字
、
最
も
重
し
。
一
部
を
為
す
の
要
領
た
り
、
初
め
て
入
る
士
、
固
よ

り
此
の
書
に
先
ん
ず
べ
か
ら
ず
、
而
ど
も
受
け
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
用
と
為
る
に
足
ら
ず
、
受
け
て
以
て
之
を
体
す
と
雖
ど
も
、
而
ど

も
敬
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
效
を
得
ざ
る
な
り

(

�)

。

｢

体
認｣

は

｢

躬
行｣

し
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。『

大
学』

の
基
盤
と
な
る
敬
を
体
得
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、『

大
学』

を
必
要
と
し
な
い
普
通
の
人
々
に
と
っ
て
も

『

小
学』

に
よ
る
敬
の
体
得
が
有
効
で
あ
る
と
蟹
は
考
え
て
い

た
。『

読
小
学
記』

立
教
篇
に
対
し
て
附
せ
ら
れ
た

[
体
認]

に
は
、
よ
り
一
層
小
学
が
、
地
域
、
時
代
、
貴
賤
を
問
わ
ず
、
生
涯
の
学

問
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
敬
を
躬

み
ず
か

ら
行
な
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

此
の
一
篇
、
文
は
多
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
君
子

生
涯
の
為
学
の
法
、
此
れ
に
外
な
ら
ず
。
其
れ
世
異
な
り
国
殊
な
る
に
、
時
宜
を

制
せ
ざ
る
は
、
在
所
に
之
れ
を
行
な
う
の
方
、
此
の
篇
に
示
す
所
は
則
ち
大
本
た
れ
ば
な
り
。
千
載
の
後
、
千
里
の
外
、
少
異
あ
ら

し
め
ず
。
且
つ
其
の
深
切
な
る
も
の
は
著
名
に
し
て
、
唯
だ
に
小
学
の
基
た
る
の
み
な
ら
ず
、
上
位
に
在
る
者
は
則
ち
当
に
此
れ
を

以
て
一
国
の
教
え
を
立
つ
べ
く
、
下
位
に
あ
る
者
は
則
ち
当
に
此
れ
を
以
て
一
家
の
教
え
を
立
つ
べ
し
。
然
れ
ど
も
其
の
始
ま
る
所

一
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は
則
ち
之
れ
を
我
に
行
な
う
に
在
る
の
み

(

�)

。

蟹
は

『
小
学』

の
中
に
記
さ
れ
た
具
体
的
な
礼
と
し
て
の
所
作
に
理
が
あ
る
の
で
は
な
く
、｢

根
本
的
な
こ
と｣

、
す
な
わ
ち

｢

敬｣

を

示
し
た
も
の
が

『

小
学』

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
蟹
養
斎
は

『

読
小
学
記』

を
執
筆
す
る
以
前
に
、『

小
学
要
解』

や

『

国
字
解

カ
ナ
ホ
ド
キ』

を
著
し
て
い
る
。
現
実
的
な
日
常
生
活
で
は
、『

小
学』

を
実
践
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
た
め
か
、『

小
学
要
解』

に
は
、
日
本

社
会
で
生
き
る
現
実
的
な
奉
公
人
の
心
得
の
よ
う
な
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
明
倫
篇
で
、
他
国
賓
客
を
も
て
な
す
際
に
主
君
か

ら
召
さ
れ
て
擯
者
を
つ
と
め
る
礼
の
箇
所
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

大
概
日
本
ノ
取
次
設
ノ
シ
カ
タ
ナ
リ
、
○
今
日
、
武
家
ニ
仕
ヘ
テ
ハ
、
主
用
ノ
ウ
エ
ニ
、
ス
ベ
テ
武
家
ノ
式
法
ア
リ
、
コ
レ
ヲ
知
ツ

テ
、
ト
リ
ア
ツ
カ
ウ
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
小
笠
原
家
・
武
田
家
・
伊
勢
家
ハ
、
往
古
ヨ
リ
武
家
ノ
礼
式
ヲ
伝
ル
家
也
、
其
家
ヘ
便
リ
ヲ

ア
ラ
マ
シ
ヲ
学
ブ
ベ
シ
、
又
ソ
ノ
主
人
ノ
家
ノ
古
式
モ
ア
ラ
バ
、
ソ
レ
ヲ
第
一
ニ
ノ
ミ
コ
ミ
、
時
ノ
宜
ニ
随
フ
ベ
シ
、
サ
レ
ド
モ
根

本
ハ
コ
ノ
書
ニ
ト
カ
ル
ル
外
ナ
シ

｢

時
の
宜
に
随
う｣

と
い
う
言
葉
で
、
現
実
と

『

小
学』
の
間
を
埋
め
よ
う
と
す
る
蟹
の
苦
悩
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
朱
子
学

で
は
、
一
つ
一
つ
の
所
作
の
な
か
に
も
当
然
そ
う
な
ら
し
む
る
べ
き
理
が
あ
る
と
す
る
が
故
に
礼
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
武

家
流
で
良
い
は
ず
が
な
い
。
行
う
こ
と
を
重
視
し
て
心
で
敬
を
持
っ
て
さ
え
い
れ
ば
実
行
す
る
所
作
が
武
家
流
で
あ
っ
て
も
良
い
な
ら
ば
、

そ
れ
は
所
謂
朱
子
学
で
は
な
い
。
高
弟
・
中
村
習
斎

『

小
学
講
余』

立
教
第
一
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

東
溟
先
生
国
字
解

カ
ナ
ホ
ド
キ

云
、
立
教
ハ
教
ヲ
立
ル
ト
ヨ
ム

教
ト
ハ
聖
人
ノ
教
ナ
リ

立
ト
ハ
シ
ツ
カ
リ
ト
定
テ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ

聖
人

蟹養斎の講学

一
八
七



ノ
教
ハ

モ
ト
シ
ツ
カ
リ
ト
定
テ
ア
ル

其
シ
ツ
カ
リ
ト
定
テ
有
ル
処
ヲ
書
ノ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
巻
ナ
レ
ハ

是
ヲ
立
教
と
タ
テ
ラ
ル
ル

ナ
リ蕃

按
、
コ
ノ
師
説
恐
ク
ハ
定
説
ニ
ア
ラ
ズ

蓋
シ
聖
人
ノ
教
ノ
シ
ツ
カ
リ
ト
定
テ
有
ル
処
ヲ
書
ノ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ハ
明
倫
ノ
篇
ナ
リ

中
村
習
斎
が
定
説
つ
ま
り
定
ま
っ
た
解
釈
で
は
な
い
と
蟹
養
斎
の
説
を
真
っ
向
か
ら
訂
正
し
て
い
る
よ
う
に
、『

読
小
学
記』

に
は
や

は
り
こ
の
よ
う
な
発
言
は
見
ら
れ
な
い
。
故
に
、『

読
小
学
記』

は
武
士
・
浪
人
や
一
般
の
人
々
を
対
象
と
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
崎
門

学
的
な
書
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『

小
学』

を
軽
ん
じ
、
子
供
の
た
め
の
蒙
学
書
と
誤
解
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
蟹
は

『

読

小
学
記』

を
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
傍
証
で
は
あ
る
が
、
室
鳩
巣
の
門
人
で
蟹
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
河
口
静
斎

(

一
七
〇
三
―

一
七
五
四)

も

｢

太
宰
氏
朱
子
小
学
弁｣

を
記
し
、｢

小
学
を
以
て
成
童
以
下
の
学
と
為
す
は
、
実
に
終
身
の
事
為
る
を
知
ら
ず
、
此
の

誤
ま
り
吾
が
党
の
諸
儒
も
多
く
免
れ
ざ
る
者
な
り｣

と
当
時
の

『

小
学』

に
対
す
る
誤
解
を
指
摘
し
て
い
る
。

『

道
学
資
講』

収
録
の
蟹
の
著
述
に
は
、『
武
家
須
知』

・『

和
歌
極
意』

・『

歌
学
考』

・『

日
本
楽
論』

・『

猿
瞽
問
答』

な
ど
、
他
の
崎
門

に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
著
述
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
る
べ
く
、
彼
の
思
想
や
交
友
関
係
な
ど
を
、
更
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

四
、
碩
水
文
庫
に
つ
い
て
―
蟹
養
斎
の
著
述
を
通
し
て
―

昭
和
二
年
、
蟹
養
斎
没
後
百
五
十
年
を
記
念
し
て
、
永
井
以
保

(

�)
は
八
十
二
歳
の
と
き
、｢

蟹
先
生
著
述
書
目
解
題｣

の
連
載
を
始
め
た
。

永
井
以
保
は
、
楠
本
碩
水
の
友
人
で
あ
る
。『

過
庭
余
聞』

に
次
の
よ
う
に
あ
る

(

�)

。

永
井
ハ
篤
実
ナ
人
デ
、
一
意
崎
門
ノ
学
ヲ
尊
信
シ
タ
ル
モ
ノ
ゾ
。
初
メ
潜
庵
ノ
門
ニ
入
ツ
タ
コ
ト
モ
ア
ル
ガ
、
後
ニ
ハ
了
三
ニ
学
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ン
ダ
モ
ノ
ゾ
。
逢
ウ
タ
コ
ト
ハ
ナ
イ
ガ
、
書
状
ハ
始
終
往
復
ス
ル
ゾ
。
コ
ノ
人
ノ
為
メ
ニ
先
輩
ノ
書
モ
大
分
写
シ
テ
貰
ウ
タ
ゾ
。
有

益
ノ
友
ゾ

『

碩
水
先
生
遺
書』

巻
五
、｢

與
永
井
季
哲｣

癸
卯
三
月

(

明
治
三
十
六
年
・
一
九
〇
三)

碩
水
七
十
二
歳
の
時
の
書
簡

(

�)

秋
山
兄

屡
し
ば
書
問
有
り
、
其
の
学
を
想
う
に
甚
だ
し
く
は
博
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
見
る
所
の
明
、
造い

た

る
所
の
深
、
方
に
今
の

儒
流
中
に
得
易
か
ら
ざ
る
也
。
聞
く
に
両
目
殆
ど
盲
、
妻
無
く
子
無
く
、
貧
苦
し
て
自
ら
守
る
。
天
の
玉
を
成
す
と
雖
も
、
亦
た
甚

だ
し
か
ら
ざ
る
こ
と
あ
ら
ず
や
。
老
台
は
一
葦
の
近
き
に
あ
れ
ば
、
必
ず
数
し
ば
相
見
え
ん
。
講
論
の
益
、
幸
い
に
一
二
の
聞
を
示

さ
れ
ん
こ
と
を
。
老
台
は
力
を
静
坐
に
用
う
、
得
る
所
は
如
何
。
弟

向
来

周
子
主
静
の
旨
に
深
く
感
ず
る
所
有
り
。
窃
か
に
謂

え
ら
く
、
初
学
の
工
夫
は
必
ず
し
も
備
わ
る
を
求
め
ず
、
所
謂
未
発
前
の
気
象
を
観
る
は
、
必
ず
し
も
異
同
を
論
ぜ
ざ
る
也
。
老
台

以
為
う
こ
と
如
何
。
教
誨
を
吝
し
む
勿
れ
。
幸
甚

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
永
井
に
は
儒
学
資
料
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
思
想
的
な
面
で
も
教
え
を
請
う
て
い
る
。
永
井
も
ま
た
碩
水
を
尊
敬
し
て

い
た
ら
し
く
、『

三
宅
子
全
書』

の
序
文
を
依
頼
し
て
い
る
。
楠
本
碩
水
が
、
明
治
二
十
七
年

(

一
八
九
四)

六
十
三
歳
の
時
に
書
い
た

｢

重
編
三
宅
子
全
書
序｣

(『

碩
水
先
生
遺
書』

巻
五)

に
次
の
よ
う
に
あ
る

(

�)

。

先
生
の
崎
門
に
於
け
る
や
、
猶
お
曾
子
の
孔
門
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
其
の
伝
の
弊
無
き
こ
と
、
亦
た
知
る
べ
き
の
み
。
先
生
著

書
極
め
て
多
く
、
改
訂
す
る
こ
と
数
次
、
多
く
未
だ
脱
稿
せ
ず
。
門
人
留
守
希
斎

�
輯
し
て
編
を
成
し
、
名
づ
け
て
三
宅
子
全
書

と
曰
う
、
凡
そ
百
三
十
五
巻
。
又
た
続
集
三
巻
有
り
、
而
れ
ど
も
其
の
書
散
佚
し
て
世
に
伝
わ
ら
ず
。
尾
張
の
永
井
君
希
哲
、
山
崎

蟹養斎の講学
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氏
の
学
を
篤
信
す
る
者
也
。
嘗
て
全
書
の
巻
目
を
獲
、
喜
ぶ
こ
と
甚
だ
し
。
乃
ち
先
生
の
親
稿
遺
書
及
び
中
村
氏
の
道
学
資
講
と
、

林
氏
・
粟
田
氏
所
蔵
の
諸
本
に
就
き
、
又
た
博
く
之
れ
を
四
方
に
訪
ね
、
巻
目
に
照
ら
し
、
逐
次
編
録
し
、
以
て
留
守
氏
の
旧
に
復

し
、
且
つ
其
の
遺
漏
を
補
い
、
名
づ
く
る
に
別
集
若
干
巻
を
以
て
す
。
是
に
於
い
て
小
学
・
家
礼
・
近
思
録
・
四
子
・
詩
易
書
筆
記

よ
り
、
以
て
瑣
瑣
た
る
小
著
に
至
る
ま
で
、
網
羅
綴
緝
せ
ざ
る
は
無
し
。
其
の
功
は
勤
と
謂
う
べ
し
。
余

君
に
於
い
て
一
面
の
識

無
し
、
然
れ
ど
も
相
知
の
深
、
書
問
往
復
し
て
、
殆
ど
虚
月
無
し
。
頃
ご
ろ
遠
く
序
を
徴
す
。
誼
と
し
て
辞
す
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
平

生
の
聞
く
所
を
書
き
、
諸
れ
を
巻
首
に
弁
ず
。
夫
の
三
派
異
同
の
得
失
の
若
き
は
、
則
ち
世
に
具
眼
の
者
有
り
て
之
れ
を
知
る
。
余

や
浅
陋
な
れ
ば
何
ぞ
敢
え
て
せ
ん
や

(

�)

。

『

碩
水
雑
纂』

(

碩
水
・
セ
・
四
一)
四
冊
目
に
は
、
永
井
が
碩
水
に
贈
っ
た

『

三
宅
子
全
書』

巻
目
が
あ
る
。
巻
頭
の
注
記
に

｢

系
于
尚

翁
真
蹟
原
稿

中
沼
氏
蔵
本｣

と
あ
り
、
筆
写
者
の
記
録
は
な
い
も
の
の
永
井
の
影
が
窺
え
る
。『

三
宅
子
全
書』

自
体
は
、
関
西
大
学

中
村
幸
彦
文
庫
が
所
蔵
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
、
碩
水
は
永
井
の
尚
斎
系
の
崎
門
学
を
尊
敬
し
て
い
た
。『

碩
水
先
生
遺
書』

巻
十

(

�)

に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

小
学
本
注
は
、
明
の
何
士
信
の
集
成
の
外
、
未
だ
之
れ
有
る
を
聞
か
ず
。
山
崎
闇
斎

集
成
よ
り
鈔
出
し
て
刊
行
す
。
又
た
小
本

の
訓
点
無
き
者
は
、
先
輩
皆
以
為
え
ら
く
、
浅
見
絅
斎
の
校
本
な
り
、
と
。
巻
末
に
元
禄
丙
子
の
年
冬
至
日
二
条
通
松
屋
町
書
肆
寿

文
堂
蔵
版
の
二
十
一
字
有
り
。
さ
き
頃
、
経
籍
訪
古
誌
を
閲
す
る
に
曰
く
、
小
学
本
注
六
巻
、
活
字
刊
本
、
求
古
楼
蔵

(

割
注：

求

古
は
狩
谷
�
斎
の
楼
名
な
り)

、
承
応
二
年
刊
す
る
所
は
尚
お
朱
子
原
書
と
為
す
、
憾
む
ら
く
は
闇
斎
の
偶
た
ま
見
る
に
及
ば
ざ
る

な
り
、
と
。
又
た
曰
く
、
小
学
零
本
一
巻
、
元
槧
本
本
注
の
後
に
増
注
有
り
云
々
、
と
。
然
ら
ば
則
ち
集
成
の
外
に
尚
お
本
注
有
り

て
存
す
る
か
。
永
井
季
哲

(

割
注：

名
は
以
保
、
尾
張
の
人)

嘗
て
墨
瀾
斎
蔵
版
孝
経
・
小
学
・
近
思
録
の
合
刻
本
を
以
て
贈
ら
る
。

一
九
〇



尾
府
文
庫
図
書
の
朱
記
有
り
。
此
の
書
に
は
音
釈
及
び
注
解
有
り
。
板
式
字
様
は
全
く
呂
刻
朱
子
遺
書
と
同
じ
。
蓋
し
以
為
う
に
朱

子
の
原
書
に
し
て
、
亦
た
一
種
本
な
り

(

�)

。

『

朱
子
孝
経
小
学
近
思
録』

(

碩
水
・
シ
・
一
二
五)

が
ま
さ
に
永
井
季
哲
の
書
で
あ
り
、
刊
記
も

｢

墨
瀾
斎｣

、
印
も

｢

尾
府
内
庫
図
書｣

で
あ
る
。『

江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究』

(

六
七
七
頁)

に
よ
れ
ば
、
元
禄
十
年

(

一
六
九
七)

に
輸
入
し
た
記
録
が
あ
る
。

安
政
庚
申

(

一
八
六
〇)

四
月
十
六
日
、
楠
本
碩
水
は
大
坂
を
訪
れ
た
際
に
尼
崎
修
斉

(

�)

か
ら
崎
門
の
学
を
薦
め
ら
れ
、
尼
崎
修
斎
か
ら

崎
門
関
連
の
書
を
も
ら
っ
て
い
る
。『

小
学
口
義』

(

碩
水
・
シ
・
一
八
〇)

は

｢

尼
崎
氏
蔵
書｣

と
記
さ
れ
て
お
り
、
尼
崎
が
筆
写
し
、
碩

水
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る

(

�)

。『
過
庭
余
聞』

に
は

｢

崎
門
ノ
学
ヲ
唱
ヘ
タ
ノ
モ
余
ゾ
。
江
戸
カ
ラ
下
ッ
タ
ト
キ
、
輪
講
ノ
ト
キ
ナ
ド
尚
斎

ノ
説
ヲ
云
ウ
テ
ミ
タ
ガ
、
端
山
モ
是
ト
セ
ラ
レ
ナ
ン
ダ
。
其
ノ
後
イ
ヨ
イ
ヨ
論
ジ
テ
ミ
タ
ル
ニ
端
山
モ
尤
ト
云
ウ
テ
、
ソ
レ
カ
ラ
崎
門
ノ

学
ガ
始
マ
ツ
タ
モ
ノ
ゾ
。
尊
王
説
ト
崎
門
学
ト
ハ
予
ガ
平
戸
デ
ハ
始
メ
タ
モ
ノ
ゾ｣

と
あ
り
、
岡
田
武
彦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

(

�)

、
崎
門

の
う
ち
で
も
三
宅
尚
斎
の
学
統
を
継
ぐ
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
。
楠
本
碩
水
に
崎
門
へ
の
道
を
開
い
た
尼
崎
修
斎
は
、
久
米
訂
斎
す
な
わ

ち
尚
斎
の
系
統
で
あ
る
。
崎
門
の
書
は
、
皆
筆
写
本
で
あ
る
た
め
偽
物
が
多
か
っ
た
。
中
村
習
斎
も
佐
藤
直
方
と
浅
見
絅
斎
の
本
に
関
し

て

｢

世
二
先
生
の
者
を
題
せ
る
国
字
の
書
或
は
偽
本
あ
り
。
具
眼
の
人
別
識
す
べ
し｣

と
記
し
て
い
る
。
永
井
以
保
の
師
・
細
野
要
斎
は

『

感
興
漫
筆』

巻
三
十
七

(

	)

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

六
月
京
師
書
林
出
雲
寺
蔵
、
聖
学
図
摺
本
を
獲
。(

久
米
弥
十
郎
よ
り
三
幀
を
贈
、
酒
井
永
蔵
よ
り
又
一
幀
を
贈
り
た
り)

此
板

絅
斎
先
生
の
真
蹟
を


刻
し
た
る
な
り
と
い
ふ
、
蓋
し
年
久
し
く
書
林
の
庫
に
納
め
置
て
、
摺
売
せ
ざ
り
し
を
、
近
年
先
生
を
慕
う

者
あ
り
、
探
尋
し
た
る
よ
り
摺
売
す
る
と
み
ゆ
。

肥
前
平
戸
藩
士
楠
本
確
蔵
の
弟
佐
々
某
、
京
師
に
在
て
山
崎
門
流
の
書
を
深
く
探
索
す
、
此
人
の
尋
求
せ
し
に
よ
り
て
発
行
す
る

蟹養斎の講学
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に
至
り
し
歟
。

｢
肥
前
平
戸
藩
士
楠
本
確
蔵
の
弟
佐
々
某｣

と
は
楠
本
碩
水
の
こ
と
で
あ
る
。
楠
本
碩
水
が
出
所
の
は
っ
き
り
し
た
筆
写
本
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
永
井
以
保
と
い
う
尾
張
・
尚
斎
系
嫡
流
の
助
力
に
他
な
ら
な
い
。
永
井
以
保
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
楠
本

端
山
は
細
野
要
斎
と
親
し
く
交
流
し
て
お
り

(

�)

、
国
士
館
大
学
楠
本
文
庫
所
蔵

『

句
読
弁』

は
、
ま
さ
に
細
野
要
斎
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。嘉

永
四
年

(

一
八
五
一)
、
細
野
要
斎
は

『

道
学
資
講』

の
序
文
を
記
し

｢

正
保
年
間
に
至
り
て
、
闇
斎
山
崎
先
生
出
で
て
豪
邁
の
才
、

明
敏
の
質
を
以
て
、
深
く
其
の
訓
を
信
じ
、
汲
汲
孜
孜
と
し
て
勤
め
て
倦
わ
ず
。
其
の
人
を
導
く
や
、
一
に
其
の
規
に
遵
い
、
前
後
し
て

業
を
受
く
る
者
、
蓋
し
六
千
人
に
し
て
其
の
室
に
入
る
者
、
佐
藤
直
方
・
浅
見
絅
斎
・
三
宅
尚
斎
三
先
生
の
み
。
直
方
先
生
の
門

天
木

時
中
有
り
、
絅
斎
先
生
の
門

若
林
強
斎
有
り
、
尚
斎
先
生
の
門

其
の
秀
れ
た
る
者
五
人
、
而
し
て
久
米
訂
斎
・
蟹
養
斎
を
以
て
巨
擘

と
為
す

(

�)｣

と
言
う
。
名
古
屋
蓬
左
文
庫
所
蔵
の

『

道
学
資
講』

の
細
野
要
斎
序
の
部
分
に
は
、
永
井
以
保
が
書
い
た
手
紙
が
挟
ま
れ
て
お

り
、
文
中
に
は

｢

西
肥
楠
本
氏
よ
り
写
し
て
く
れ
よ
と
申
事
ニ
付
き
業
を
畢
り
候
上

小
生
よ
り
直
に
青
木
君
へ

相
廻
し
申
し
べ
く
様｣

と
書
か
れ
、
永
井
以
保
が
楠
本
碩
水
の
た
め
に
筆
写
す
る
た
め
、
返
却
を
延
滞
し
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。
そ
し
て
、『

道
学
資
講』

の
巻

三
七
八
は
欠
巻
に
な
っ
て
お
り

(

恐
ら
く
青
木
君
が
元
に
戻
さ
な
か
っ
た
た
め
に)

、
巻
頭
の
目
次
に
よ
れ
ば
久
米
順
利

『

学
思
録』

の
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
碩
水
文
庫
所
蔵
の
永
井
以
保
の
手
写
本

『

学
思
録』

(
碩
水
・
カ
・
四
一)

は
、
こ
の
と
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

多
く
の
先
学
が
崎
門
文
献
の
特
徴
と
し
て
、
刊
行
さ
れ
ず
筆
写
に
よ
る
学
問
の
伝
授
を
指
摘
し
て
い
る

(

�)

に
も
関
わ
ら
ず
、
崎
門
文
献
の

一
大
叢
書
と
し
て
名
高
い
中
村
政
永

(

得
斎)

『

道
学
資
講』

に
関
す
る
専
論
は
未
だ
な
い
。『

道
学
資
講』

四
百
巻
は
、
蟹
養
斎
の
門
人
・

中
村
習
斎
の
姪
孫
で
あ
る
中
村
得
斎
が
、
崎
門
の
九
君
子
と
言
う
べ
き
人
物
の
著
述
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
四
百
巻
の
う
ち
七
十

一
九
二



編
あ
ま
り
、
実
に
五
分
の
一
を
蟹
養
斎
の
著
作
が
占
め

て
い
る
。
筆
者
が
蟹
養
斎
に
注
目
す
る
真
の
意
図
は
、

『

道
学
資
講』

と
い
う
崎
門
の
一
大
叢
書
を
通
し
て
、

日
本
漢
学
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
三
宅
尚
斎
は
講

学
の
筆
記
を
多
く
残
し
、
明
治
に
至
る
ま
で
崎
門
の
学

問
を
伝
え
る
重
要
な
文
献
と
し
て
影
響
力
を
持
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
留
守
希
斎
の

『

三
宅
子
全
書』

は
散
逸

し
、
永
井
以
保
の
重
編
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ

と

(

�)

を
考
え
れ
ば
、
日
本
漢
学
上
に
お
け
る

『

道
学
資
講』

四
百
巻
の
意
義
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
研
究
す
べ
き

テ
ー
マ
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

阿
部
隆
一
氏

｢

大
倉
山
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵

崎

門
学
派
著
作
文
献
解
題

(

�)｣

を
み
て
も
、
蟹
養
斎
の
著
作

お
よ
び
門
人
・
中
村
習
斎
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
、
細
野

要
斎
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
崎
門
学
派

に
お
け
る

『

道
学
資
講』

の
意
義
と
そ
の
序
を
記
し
た

細
野
要
斎
と
い
う
存
在
を
再
検
証
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。『

道
学
資
講』

は
、
嘉
永
四
年

(

一
八
五
一)

細
野
要
斎
四
十
一
歳
の
秋
に
完
成
し
た
。

蟹養斎の講学
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中
村
得
斎
、道
学
資
講
を
編
纂
し
て
、今
秋
功
を
竣
る
。天
保
八
年
丁
酉
業
を
起
し
て
よ
り
、今
年
迄
凡
そ
十
五
年
、
諸
家
に
就
て
其
遺
編

を
探
索
し
、
家
書
に
校
勘
し
、
筆
耕
に
命
じ
て
謄
写
せ
し
む
。
巻
数
凡
そ
四
百
巻
、
紙
数
凡
二
万
三
千
二
百
枚
余
、
誤
字
は
必
ず
改
字
せ

し
め
、
粉
或
は
剔
を
用
ひ
ず
、
其
功
偉
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
編
成
て
余
に
序
を
作
ら
し
む
。
予
因
て
こ
れ
を
草
藁
し
、
再
三
稿
を
改
て
浄

写
し
て
贈
る

(
�)

。

一
九
四

図３ 『倭板小学』 (碩水・シ・一二三) 欄外部分
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｢

記
道
学
資
講
零
本
読
書
路
往
復

(

�)｣

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

中
村
得
斎
翁

先
輩
の
著
書
の
未
だ
梓
行
ぜ
さ
る
者
を
蒐
輯
し
、
題
し
て
曰
く
道
学
資
講
、
乃
ち
人
を
雇
い
て
浄
書
せ
し
め
、
誤
字

有
れ
ば
則
ち
塗
�
を
用
い
ず
、
悉
く
改
め
て
之
を
写
せ
し
む
。
此
の
冊
は
則
ち
多
く
字
を
誤
ま
る
と
こ
ろ
を
以
て
、
全
く
用
い
ざ
る

者
也
。
一
日

之
を
故
紙
に
併
せ
、
諸
を
余
に
付
し
て
曰
く
、
其
の
背

猶
お
草
稿
の
料
を
充
て
る
べ
き
也
、
余
以
謂
ら
く
、
之
を

故
紙
に
属つ

け

る
は
、
則
ち
可
惜
む
べ
き
な
り
。
乃
ち
綴
る
に
殻
面
を
加
う
る
を
以
て
す

(

�)

。

現
在
の

『

道
学
資
講』
に
は

｢

零
本｣

は
な
く
、｢

読
書
路｣

は
蟹
養
斎

｢

読
書
路
徑｣

(

現

『

道
学
資
講』

巻
五)

と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、『

道
学
資
講』
の
編
集
過
程
を
知
る
上
で
も
細
野
要
斎
の
発
言
を
検
証
す
る
意
味
が
あ
る
。

以
上
、
楠
本
碩
水
と
永
井
以
保
と
の
交
流
を
通
し
、
蟹
養
斎
関
連
の
写
本
の
系
統
を
辿
り
な
が
ら
、
蟹
養
斎
の
学
問
の
あ
り
方
を
検
討

し
た
。
楠
本
碩
水
が
蟹
養
斎
の
著
述
に
つ
い
て

『

碩
水
先
生
遺
書』

巻
十

(

二
一
七
頁)

の
先
儒
喪
祭
著
書
で

｢

蟹
養
斎
有
士
庶
喪
祭
考

及
居
家
大
事
記｣

と
触
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
永
井
以
保
と
の
関
わ
り
や
蟹
養
斎
の
著
作
を
蒐
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
興
味
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
碩
水
の
手
筆
だ
と
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、『

倭
板
小
学』

(

碩
水
・
シ
・
一
二
三)

図
３
の
欄
外
書
入
に
は
、
蟹

養
斎

『

読
小
学
記』

を
書
き
写
し
た
箇
所
が
数
多
く
あ
る
。
書
入
れ
は
、『

読
小
学
記』

を
通
し
て
理
解
し
よ
う
と
い
う
痕
跡
で
あ
り
、

こ
こ
に

『

読
小
学
記』

の
影
響
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
録
一
蟹
養
斎
活
動
年
譜

一
七
二
五

(

享
保
十
乙
巳)

二
十
一
歳
、
京
都
、
三
宅
尚
斎
に
入
門
す
る
。

一
七
二
六

(

享
保
十
一
丙
午)

二
十
二
歳

一
七
二
七

(

享
保
十
二
丁
未)

二
十
三
歳
、｢

易
説｣

(

尚
斎
六
十
七
歳)

一
七
二
八

(

享
保
十
三
戊
申)

二
十
四
歳
、

蟹養斎の講学
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一
七
二
九

(

享
保
十
四
己
酉)

二
十
五
歳
、｢

藤
信
景
著
木
図
解
後
題｣

一
七
三
〇

(

享
保
十
五
庚
戌)

二
十
六
歳
、

一
七
三
一

(

享
保
十
六
辛
亥)

二
十
七
歳

『

皇
極
内
篇
筮
占
儀』

一
七
三
二

(
享
保
十
七
壬
子)

二
十
八
歳

一
七
三
三

(
享
保
十
八
癸
丑)

二
十
九
歳
、
三
宅
尚
斎
は
培
根
達
支
堂
を
建
て
る
。

一
七
三
四

(

享
保
十
九
甲
寅)

三
十
歳

一
七
三
五

(

享
保
二
十
乙
卯)

三
十
一
歳
、｢

教
学
仰
食
説｣

一
七
三
六

(

元
文
一
丙
辰)
三
十
二
歳
、
秋
、｢

武
家
須
知｣

、『

洪
範
全
書
指
要』

一
七
三
七

(

元
文
二
丁
巳)

三
十
三
歳

一
七
三
八

(

元
文
三
戊
午)

三
十
四
歳

一
七
三
九

(

元
文
四
己
未)

三
十
五
歳
、
六
月
五
日

｢

読
書
路
径｣

、｢

諸
生
階
級｣

観
善
堂
主
維
安

一
七
四
〇

(

元
文
五
庚
申)

三
十
六
歳

一
七
四
一

(

寛
保
一
辛
酉)

三
十
七
歳
、
尚
斎
没
す
。

一
七
四
二

(

寛
保
二
壬
戌)

三
十
八
歳

一
七
四
三

(

寛
保
三
癸
亥)

三
十
九
歳

一
七
四
四

(

延
享
一
甲
子)

四
十
歳
、
月
俸
を
賜
う
。

一
七
四
五

(

延
享
二
乙
丑)

四
十
一
歳

一
七
四
六

(

延
享
三
丙
寅)

四
十
二
歳

一
七
四
七

(

延
享
四
丁
卯)

四
十
三
歳

一
九
六



一
七
四
八

(

寛
延
一
戊
辰)

四
十
四
歳
、
二
月
十
日
、
巾
下
学
問
所
が
許
可
さ
れ
る
。
十
月

『

諸
生
規
矩』

・『

諸
生
階
級』

を
著
す
。

一
七
四
九

(

寛
延
二
己
巳)

四
十
五
歳
、
十
一
月
十
五
日
藩
主
宗
勝
親
筆
の

｢

明
倫
堂｣

額
を
下
賜
せ
ら
る
。『

小
学
要
解』

。

一
七
五
〇

(
寛
延
三
庚
午)

四
十
六
歳

一
七
五
一

(
宝
暦
一
辛
未)

四
十
七
歳
、『

初
学
心
法』

出
版

(

村
上
勘
兵
衛)

七
月
十
八
日

六
月
二
十
六
日}

中
庸
輯
畧
講
義

一
七
五
二

(

宝
暦
二
壬
申)

四
十
八
歳

一
七
五
三

(

宝
暦
三
癸
酉)

四
十
九
歳
、
京
都
桃
華
坊
に
て

｢

暦
代
図｣

を
作
成
。『

タ
ト
ヘ
草』

を
出
版
。

一
七
五
四

(

宝
暦
四
甲
戌)
五
十
歳
、『

非
徂
徠
学』

十
月
尾
張
を
去
る
。｢

周
易
歌｣

、｢

読
荘
子
口
義｣

一
七
五
五

(

宝
暦
五
乙
亥)

五
十
一
歳
、
桑
名
の
萍
水
観
に
居
る
。『

初
学
心
法』

再
刻

(

唐
本
屋
新
左
衛
門)

。『

八
陣
図
国
字
解』

を

記
す
。

一
七
五
六

(

宝
暦
六
丙
子)

五
十
二
歳
、
三
月

｢

勧
学｣

、『

寓
言』

一
七
五
七

(

宝
暦
七
丁
丑)

五
十
三
歳
、
十
二
月

『

周
易
本
義
疏』

一
七
五
八

(

宝
暦
八
戊
寅)

五
十
四
歳
、
十
二
月

『
大
学
章
句
筆
記
私
考』

一
七
五
九

(

宝
暦
九
己
卯)

五
十
五
歳
、
桑
名
、
六
月

『
大
学
三
本
異
同』

、｢

読
小
学
記
三
貴
章
註
解｣

、｢

書
治
邦
要
旨
後｣

一
七
六
〇

(

宝
暦
十
庚
辰)

五
十
六
歳
、
桑
名

一
七
六
一

(

宝
暦
十
一
辛
巳)

五
十
七
歳
、
桑
名
、『

火
葬
弁』
を
批
正
す
。

一
七
六
二

(

宝
暦
十
二
壬
午)

五
十
八
歳
、
京
都
へ
赴
き
、
久
米
訂
斎
に
性
命
の
説
を
請
う

｢

跋
久
米
賢
兄
論
性
全
体
文
及
其
解｣

、｢

題

祭
祀
來
格
説
後｣

。

一
七
六
三

(

宝
暦
十
三
癸
未)

五
十
九
歳
、
京
都
に
寓
居
す
。

一
七
六
四

(

明
和
一
甲
申)

六
十
歳
、
京
都
両
替
町
、
七
月
七
日

｢

経
解
兼
取
諸
家
論｣

『
小
学
国
字
解

カ
ナ
ホ
ド

キ』

蟹養斎の講学
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一
七
六
五

(

明
和
二
乙
酉)

六
十
一
歳
、
京
都

一
七
六
六

(

明
和
三
丙
戌)

六
十
二
歳
九
月
十
六
日

京
都

東
洞
院
街
西
北
隅

｢

周
易
本
義
序
列
講
義｣

、
冬
に
阿
州

(

阿
波
・
蜂
須

賀)

の
招
聘
に
応
じ
る
。｢

家
札
授
児
解
附
深
衣
制
度｣

一
七
六
七

(
明
和
四
丁
亥)

六
十
三
歳
、
桑
名

一
七
六
八

(
明
和
五
戊
子)

六
十
四
歳
、｢

謹
記
資
治
通
鑑
綱
目
後｣

一
七
六
九

(

明
和
六
己
丑)

六
十
五
歳
、｢

教
則｣

執
筆
。

一
七
七
〇

(

明
和
七
庚
寅)
六
十
六
歳

一
七
七
一

(

明
和
八
辛
卯)
六
十
七
歳
、
阿
波
を
去
り
、
大
坂
の
油
掛
街
に
移
る
。

一
七
七
二

(

安
永
一
壬
辰)

六
十
八
歳
、
春
に
南
本
町
へ
移
る
。

一
七
七
三

(

安
永
二
癸
巳)

六
十
九
歳
、
九
月

｢

学
準｣

序
。

一
七
七
四

(

安
永
三
甲
午)

七
十
歳
、
菅
田
町
へ
移
る
。

一
七
七
五

(

安
永
四
乙
未)

七
十
一
歳

｢

教
則｣
改
正
執
筆
。

一
七
七
六

(

安
永
五
丙
申)

七
十
二
歳
、
五
月
七
日
尾
張
に
帰
り
、
八
月
二
十
四
日
巾
下
六
句
街
に
寓
す
。

一
七
七
七

(

安
永
六
丁
酉)

七
十
三
歳
、
尾
張
七
月

｢

大
学
章
句
筆
記
私
考｣

(

再
考)

、｢

朱
子
為
聖
人
論｣

一
七
七
八

(

安
永
七
戊
戌)

七
十
四
歳
、
五
月
二
十
一
日
伊
勢
の
度
会
郡
浦
田
に
遊
び
、
息
子
・
木
斎
の
居
に
て
八
月
十
四
日
没
す
。

[『

淵
源
続
録』

で
は
七
月
十
四
日]

藤
波
神
主
山
に
葬
ら
る
。

註

(

１)
『

名
古
屋
叢
書』

巻
二
十
、
細
野
要
斎

『

感
興
漫
筆』

巻
十
八
、
三
一
五
頁
。｢

養
斎
先
生
は
蟹
才
蔵
の
玄
孫
な
り
と
い
ふ
、
因
て
蟹
氏
の
事
を
探
索
し
て

一
九
八



記
す
。
芸
州
広
島
・
福
島
左
衛
門
太
夫
正
則
家
中
知
行
附
に
蟹

(

可
児)

才
蔵
…
中
村
得
斎
翁
よ
り
吉
田
氏
に
問
て
剳
記
し
贈
り
来
せ
る
一
紙
、
如
左
。
養

斎
先
生
は
安
芸
の
人
の
由
、
福
島
家
来
蟹
才
蔵
子
孫
の
由
。
養
斎
先
生
明
倫
堂
を
去
ら
る
る
の
後
、
伊
勢
の
文
庫
の
学
問
所
父
子
共
住
居
、
婦
は
肥
前
の
家

中
の
女
、
養
斎
先
生
の
子

(

長
郷)

死
去
の
後
、
孫

(

長
郷
の
子
統
太
郎)

十
五
才
の
と
き
子
と
共
に
肥
前
に
ゆ
く

(

細
野
注：

養
斎
先
生
の
長
子
は
出
奔

不
知
所
之
、
次
子
長
郷
、
初
阿
波
に
仕
へ
、
後
去
て
伊
勢
に
あ
り
と
み
ゆ)｣

。

(

２)
｢

碩
水
文
庫
余
滴
―
楠
本
正
継
教
授
と
九
州
大
学
附
属
図
書
館
―｣

『

中
国
哲
学
論
集』

第
三
十
三
号
、
平
成
十
年
。

(

３)
｢

蟹
養
斎
に
お
け
る
喪
祭
論
に
み
え
る
死
者
の
観
念｣

(『

ア
ジ
ア
遊
学』

一
二
四
、
二
〇
〇
九)

。

(

４)
『

新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要』

第
二
十
六
号
第
二
号
。

(

５)

寛
延
元
年(

一
七
四
八)
に
蟹
養
斎
は
勧
善
堂
と
い
う
私
塾
を
開
い
た
。
学
問
所
取
立
て
の
願
い
を
尾
張
藩
主
徳
川
宗
勝
が
許
可
、
埋
御
門
外
御
作
事
屋
敷

の
内
に
三
百
坪
の
敷
地
を
提
供
、
延
享
五
年
九
月
十
日
開
校
さ
せ
た
も
の
を
巾
下
学
問
所
と
い
う
。『

寛
莚
記
艸』

(

名
古
屋
叢
書
第
１
巻
所
載)

に
よ
れ
ば
、

徳
川
宗
勝
に
よ
り

｢

明
倫
堂｣
の
扁
額
を
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
藩
も
力
を
入
れ
て
い
た
が
、
宝
暦
元
年(

一
七
五
一)

立
ち
退
き
を
命
ぜ
ら
れ
養
斎
は
離
名
さ
れ

明
倫
堂
と
改
称
さ
れ
た
。

(

６)

西
村
天
囚

『

尾
張
敬
公』

、
明
治
四
十
三
年
、
一
九
一
頁
。

(

７)
｢

蟹
養
斎
教
授
法
の
一
考
察｣

、『

新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要』

第
二
十
六
号
第
二
号
。

(

８)
｢

予
少
有
周
易
僻
、
弱
冠
聞
尚
斎
先
生
承
山
崎
子
之
統
、
負
笈
西
遊
、
受
業
其
門
、
経
伝
子
史
莫
不
�
聞
、
而
周
易
一
部
、
最
勵
力
以
問
、
吾
師
易
簀
既

十
餘
年
、
予
亦
犬
馬
之
歳
五
十
三
矣
。
醇
々
乎
其
教
今
猶
在
耳
。
老
之
将
至
、
頻
恐
遺
忘
日
甚
、
竊
記
所
得
、
名
之
曰
疏｣

。

(

９)

昭
和
九
年
、
文
成
社
よ
り
出
版
の

『

四
部
書』

は
、｢
祭
祀
來
格
論｣

・｢

性
全
体
論｣

・｢

命
説｣

・｢

天
地
全
体
論｣

で
あ
る
が
、
碩
水
文
庫
所
蔵

『

久
米

訂
斎
四
部
書』

と
は
内
容
が
異
な
る
。
な
お
こ
の

『

四
部
書』
に
つ
い
て
は
、『

中
国
哲
学
論
集』

三
十
五

｢

九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
近
藤
文
庫
に
つ

い
て｣

の
注
四
十
で
山
根
泰
志
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

『

訂
翁
三
部
書』

と
一
致
す
る
。

(

�)
｢

維
安

少
在
尾
州
、
西
遊
平
安
、
受
業
於
先
師
、
然
生
質
頑
鈍
、
加
以
軽
浮
、
且
此
時
専
好
易
象
範
数
之
学
、
於
性
命
之
説
、
則
未
能
専
心
、
当
時
従

游
之
士
、
其
数
不
少
、
而
先
師
屡
歎
曰
、
諸
生
勉
強
用
力
於
性
命
之
説
者
不
多
矣
。
唯
有
久
米
其
可
與
語
也
巳
。
先
師
既
没
、
維
安
失
所
依
頼
、
壬
午
之
冬
、

來
往
平
安
、
深
悔
往
日
之
非
、
専
用
心
于
性
命
之
説
、
質
之
久
米
兄
、
兄
不
吝
開
諭
、
丁
寧
教
示
、
是
以
粗
得
辨
黒
白
、
於
乎
生
涯
之
一
大
快
哉
。
頃
日
兄

授
以
此
論
此
解
、
維
安
喜
而
誦
之
、
則
向
来
未
釈
然
者
、
愈
得
明
白
、
先
師
復
生
、
必
不
易
其
言
矣
。
因
謂
一
聴
此
説
、
誰
不
釈
然
、
但
恐
其
未
得
之
肺
腑
、

則
非
自
得
也
。
奉
誦
熟
玩
、
日
々
不
懈
、
然
後
有
以
自
得
之
、
左
之
右
之
、
必
当
逢
其
源
矣
。
聊
記
其
後
與
同
志
、
知
予
心
云
。
明
和
改
元
秋
九
月
朔

蟹

維
安
謹
書｣

。

(

�)

宝
永
五
年
、
尚
斎
七
十
歳
の
講
義
。
宝
暦
十
三
年
藤
屋
勘
兵
衛
刊
本

『

祭
祀
來
格
説』

が
知
ら
れ
て
い
る
。

蟹養斎の講学
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(

�)
『

紙
魚』

六
五
七
頁
、｢

頃
日
永
井
以
保
学
友
吉
田
英
厚
氏
東
京
よ
り
手
書
を
寄
せ
て
、
故
池
田
親
敬
所
記
一
紙
を
送
れ
り｣

と
あ
り
、
そ
の
手
紙
の
中
に

見
え
る
。

(
�)

｢

久
米
先
生
、
諱
順
利
、
通
称
断
次
郎
、
号
訂
斎
。
三
宅
尚
斎
先
生
門
人
、
最
為
高
弟
、
初
受
師
教
而
退
、
嘗
糠
飲
水
、
試
心
気
三
日
、
精
神
不
耗
、
知

貧
不
堪
、
定
志
于
学
云
、
学
成
而
教
授
于
京
師
、
従
遊
者
衆
、
聘
召
皆
不
応
、
甘
貧
楽
道
、
徳
望
崇
於
一
時
、
天
明
四
年
甲
辰
十
月
七
日
歿
、
享
年
八
十
七
、

所
著
有
論
性
全
体
、
学
思
録
、
感
興
詩
筆
記
、
雑
談
録
、
及
諸
経
伝
筆
記
若
干
巻
、
門
人
池
田
氏
、
名
親
敬
、
通
称
儀
一
郎
、
志
摩
鳥
羽
人
、
事
歴
未
詳
、

蓋
篤
信
之
徒
也
。
其
所
蔵
書
冊
、
邇
落
于
書
估
之
手
、
渡
辺
善
、
偶
買
数
本
、
得
此
一
通
於
其
紙
間
、
珍
重
而
将
�
装
、
請
余
記
其
尾｣

。

(

�)

一
般
的
に
広
ま
っ
た
の
は
、
宝
暦
十
年

(

一
七
六
〇)

久
米
の
序
を
附
し
て
出
版
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
京
都
大
学
に
は
明
和
二
年

(

一
七
六
五)

の
刊

本
が
あ
る
。

(

�)
｢

蟹
養
斎
教
授
法
の
一
考
察｣

、『

新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要』

第
二
十
六
巻
第
二
号
、
お
よ
び

｢

尾
張
藩
巾
下
学
問
所
の
成
立
と
道
学｣

、『

岡
崎
女
子
短

期
大
学
研
究
報
告』

。

(

�)
『

楠
本
端
山
・
碩
水
全
集』

、
六
四
九
頁
。

(

�)
｢

先
生
平
日
尊
小
学
之
書
甚
篤
。
祖
述
其
師
説
、
以
著
読
小
学
記
五
巻
、
立
大
旨
・
字
訓
・
句
義
・
体
認
・
弁
疑
五
目
、
以
解
其
意｣

。

(

�)

阿
部
吉
雄

『

日
本
朱
子
学
と
朝
鮮』

(
三
三
八
頁)

で
山
崎
闇
斎
の
学
問
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。｢

そ
の
意
味
を
体
認
し
、
仁
の
意
味
慈
味

親
切
な
る
処｣

と
云
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
闇
斎
は
、
仁
を
ば
単
に
概
念
的
に
、
抽
象
的
に
理
解
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
進
ん
で
行
的
に
、
具
体
的
に
、

そ
の
味
わ
い
を
体
認
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
意
味
の
体
認
を
唱
え
た
と
こ
ろ
に
闇
斎
の
仁
説
の
第
一
の
特
徴
が
あ
る
と
云
っ
て
よ

い｣

と
あ
る
。

(

	)
｢

或
曰
、
句
読
漫
乱
其
害
之
大
者
、
何
如
。
曰
、
陳
選
棄
朱
註
、
而
作
句
読
、
是
軽
視
朱
子
也
。
後
儒
取
之
、
是
亦
軽
視
朱
子
也
。
軽
視
之
、
而
豈
有
能

得
其
教
耶
、
其
害
一
也
。
小
学
以
力
行
為
主
、
四
書
以
窮
理
為
先
、
各
有
其
分
、
講
読
宜
殊
、
故
朱
子
之
於
小
学
、
浅
解
其
義
、
速
勉
其
行
、
以
立
四
書
之

基
、
且
夫
小
学
者
、
導
蒙
之
書
也
。
故
如
彼
元
亨
利
貞
、
天
命
率
性
、
不
加
註
解
、
特
使
蒙
士
、
唱
読
此
句
、
彷
彿
知
道
、
教
之
本
于
天
爾
。
仁
義
之
解
、

亦
固
古
注
、
使
之
知
仁
義
之
状
而
巳
。
至
其
精
密
則
大
学
之
士
、
所
當
窮
索
而
経
解
詳
之
矣
。
陳
選
不
之
知
、
取
本
義
集
注
而
釈
之
、
注
中
此
類
不
可
枚
挙
、

不
啻
蒙
士
難
通
、
使
之�

等
、
或
誤
認
、
或
倦
高
、
或
其
頴
悟
好
高
者
、
遂
走
空
論
、
足
以
塞
速
行
之
途
、
其
害
二
也
。
六
律
八
音
六
芸
之
解
、
詳
載
古
注
、

此
欲
使
小
子
、
知
古
教
之
遺
、
其
意
見
於
語
類
而
陳
選
省
略
之
、
蓋
亦
厭
事
実
僻
理
屈
者
也
。
温
公
之
説
、
多
示
随
時
處
宜
之
方
、
此
欲
使
行
聖
法
於
今
日
、

而
陳
選
多
刪
之
、
蓋
亦
不
明
于
朱
子
用
心
之
厚
爾
。
此
皆
使
人
走
于
口
耳
四
寸
之
学
、
其
害
三
也
。
古
経
簡
質
文
多
難
渋
、
漢
儒
去
古
不
遠
、
其
解
頗
出
于

先
秦
口
授
耳
伝
、
故
朱
注
多
取
古
注
、
但
理
甚
不
當
、
然
後
改
之
、
句
読
張
其
私
見
、
軽
生
新
説
、
雖
理
如
明
、
何
為
必
然
、
言
不
則
古
、
妄
廃
旧
伝
、
其

害
四
也
。
四
害
為
主
、
百
害
従
之
、
不
可
不
懼
也｣

。

二
〇
〇



(

)

『

朱
子
語
類』

巻
十
七
大
学
或
問
、｢

持
敬
以
補
小
学
之
闕｣

。

(
�)

『

朱
子
語
類』

巻
百
五
、
論
自
注
書
に

｢

小
学
之
書｣

と
し
て
十
五
條
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

�)
｢

小
学
只
以
朱
氏
旧
本
、
読
之
足
焉
。
諸
家
註
解
勿
用
也
。
諸
家
彼
善
於
此
則
有
之
、
句
読
是
也
。
然
其
除
本
註
莫
忌
憚
之
甚
矣｣

。

(

)
｢

読
小
学
有
大
要
、
必
以
躬
自
力
行
為
主
、
釈
文
解
義
須
欲
力
行
、
知
一
則
欲
行
其
一
、
知
二
則
欲
其
二
、
此
之
謂
体
認
、
不
然
則
口
談
高
遠
之
病
萌
焉
。

意
軽
風
俗
之
害
生
焉
。
不
啻
失
聖
訓
之
正
也
。
雖
専
主
力
行
、
而
体
認
之
途
、
自
釈
文
解
義
始
、
先
須
知
字
訓
句
義
大
旨
本
意
。
因
及
弁
疑
処
宜
以
体
認
之
。

然
其
所
主
在
力
行
、
故
訓
義
一
従
本
注
、
本
注
不
言
者
、
粗
聞
師
所
解
、
不
必
拘
々
細
密｣

。

(

�)
｢

読
小
学
法｣
の

｢
予
粗
取
其
最
切
己
者
而
記
之
、
小
学
之
教
、
以
行
為
主
、
以
尊
道
為
本｣

。

(

�)
｢

此
章
諸
儒
所
解
、
多
有
異
同
如
何
。
今
予
所
記
、
専
取
其
切
己
者
。
如
読
法
所
言
、
雖
不
中
不
遠
矣
。
読
者
、
姑
従
一
説
、
其
所
主
、
則
当
在
立
尊
道

力
行
之
志
、
不
可
拘
拘
于
訓
義
之
末
也｣

。

(

�)
｢

又
案
体
認
有
三
。
曰
加
勉
、
言
其
既
所
有
、
而
欲
愈
不
怠
也
。
曰
励
行
、
言
可
及
未
行
、
励
志
欲
行
之
也
。
曰
期
望
、
言
未
可
遽
至
、
而
欲
終
至
此
也
。

読
書
者
必
当
就
訓
以
体
之
。
如
此
三
法
、
而
小
学
則
皆
加
勉
・
励
行
之
二
、
其
初
読
題
辞
、
先
須
深
此
二
法
、
然
後
可
得
之
、
不
可
軽
忽
也｣

。

(

�)
｢

敬
受
二
字
、
所
以
得
此
教
。
敬
字
、
最
重
。
為
一
部
之
要
領
、
初
入
之
士
、
固
不
可
不
先
此
書
、
而
非
受
、
則
不
足
為
用
、
雖
受
以
体
之
、
而
非
敬
、

則
不
得
其
效｣

。

(

�)
｢

此
一
編
、
文
不
多
而
君
子
生
涯
為
学
之
法
、
不
外
于
此
。
其
世
異
国
殊
、
不
制
時
宜
者
、
在
所
行
之
方
、
而
此
篇
所
示
、
則
為
大
本
。
千
載
之
後
、
千

里
之
外
、
不
教
少
異
、
且
其
深
切
者
著
名
、
不
唯
為
小
学
之
基
、
在
上
位
者
、
則
當
以
此
立
一
国
之
教
、
在
下
位
者
、
則
當
以
此
立
一
家
之
教
、
然
其
所
始
、

則
在
行
之
於
我
而
已
、
念
諸｣

。

(

�)
｢

吾
唯
崎
門
則
不
然
。
非
雑
書
則
必
藉
物
、
別
有
異
同
。
先
拝
而
後
発
言
、
師
将
講
解
開
巻
、
満
座
皆
拝
。
此
亦
可
以
見
崎
門
之
正
矣｣

。

(

�)

永
井
畏
安
。
字
は
希
哲
。
別
号
は
�
園
。
尾
張
の
人
。
昭
和
四
年

(

一
九
二
九)

十
二
月
五
日
没
。
年
八
十
四
。『

淵
源
続
録』

で
は

｢

細
野
要
斎
に
も

学
ぶ｣

と
記
さ
れ
、『

山
崎
闇
斎
と
其
門
流』

所
収
、
池
上
幸
二
郎

｢
三
宅
尚
斎
先
生
事
略｣

の
巻
末
で
は
、
永
井
希
哲
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

(

�)
『

楠
本
端
山
・
碩
水
全
集』

葦
書
房
、
三
三
七
頁
。

(

�)
『

楠
本
端
山
・
碩
水
全
集』

葦
書
房
、
一
五
八
頁
。

(

�)
｢

秋
山
兄
屡
有
書
問
、
想
其
学
不
甚
博
。
然
所
見
之
明
、
所
造
之
深
、
方
今
儒
流
中
不
易
得
也
。
聞
両
目
殆
盲
、
無
妻
無
子
、
貧
苦
自
守
。
雖
天
之
玉
成

哉
、
不
亦
不
甚
乎
、
老
臺
一
葦
之
近
、
必
得
数
相
見
、
講
論
之
益
、
幸
示
一
二
聞
。
老
臺
、
用
力
静
坐
、
所
得
如
何
。
弟
向
來
於
周
子
主
静
之
旨
、
深
有
所

感
。
竊
謂
初
学
工
夫
、
不
必
求
備
、
所
謂
観
未
発
前
之
気
象
者
、
不
必
論
異
同
也
。
老
臺
以
為
如
何
。
勿
吝
教
誨
。
幸
甚｣

。

(

�)
『

楠
本
端
山
・
碩
水
全
集』

葦
書
房
、
一
六
二
頁
。

蟹養斎の講学

二
〇
一



(

�)
｢

嗚
呼
先
生
之
於
崎
門
、
猶
曾
子
於
孔
門
。
其
伝
之
無
弊
、
亦
可
知
焉
耳
。
先
生
著
書
極
多
、
而
改
訂
数
次
、
多
未
脱
稿
、
門
人
留
守
希
斎
�
輯
成
編
、

名
曰
三
宅
子
全
書
、
凡
百
三
十
五
巻
。
又
有
続
集
三
巻
、
而
其
書
散
佚
不
伝
于
世
。
尾
張
永
井
君
季
哲
、
篤
信
山
崎
氏
之
学
者
也
。
嘗
獲
全
書
巻
目
、
喜
甚

焉
。
乃
就
先
生
親
稿
遺
書
、
及
中
村
氏
道
学
資
講
與
林
氏
・
粟
田
氏
所
蔵
諸
本
、
又
広
訪
之
四
方
、
照
巻
目
、
逐
次
編
録
、
以
復
留
守
氏
之
旧
、
且
補
其
遺

漏
、
名
以
別
集
凡
若
干
巻
。
於
是
自
小
学
・
家
礼
・
近
思
録
・
四
子
・
詩
易
書
筆
記
、
以
至
瑣
瑣
小
著
、
莫
不
網
羅
綴
緝
、
其
功
可
謂
勤
矣
。
余
於
君
無
一

面
之
識
、
然
相
知
之
深
、
書
問
往
復
、
殆
無
虚
月
。
頃
者
遠
徴
序
、
誼
不
可
辞
、
乃
書
平
生
所
聞
者
、
弁
諸
巻
首
。
若
夫
三
派
異
同
得
失
、
則
世
有
具
眼
者

知
之
、
余
也
浅
陋
何
敢｣

。

(

�)
(

Ｌ
二
四
―
二
五)

巻
末
に

｢

延
享
三
年
三
月
廿
八
日

友
信
識｣

と
あ
る
も
の
の
写
し
。
印
記

｢

三
木
之
印｣

中
村
幸
彦
氏
識
語

｢

三
宅
尚
斎
の
三
宅
子

全
書
ハ
永
井
希
哲
編
正
編
百
三
十
八
巻
続
葉
二
巻｣

。『

山
崎
闇
斎
と
其
門
流』

所
収
、
池
上
幸
二
郎

｢

三
宅
尚
斎
先
生
事
略｣

末
尾
に
、｢

三
宅
子
全
書｣

巻
目
あ
り
。

(

�)
『

楠
本
端
山
・
碩
水
全
集』
、
葦
書
房
、
二
一
七
頁
。

(

�)
｢

小
学
本
注
、
明
何
士
信
集
成
外
未
聞
有
之
。
山
崎
闇
斎
従
集
成
鈔
出
而
刊
行
、
又
有
小
本
無
訓
点
者
、
先
輩
皆
以
為
浅
見
絅
斎
校
本
、
巻
末
有
元
禄
丙

子
年
冬
至
日
二
条
通
松
屋
町
書
肆
寿
文
堂
蔵
板
二
十
一
字
。
頃
閲
経
籍
訪
古
誌
、
曰
小
学
本
注
六
巻
、
活
字
刊
本
、
求
古
楼
蔵

(

割
注：

求
古
、
狩
谷
�
斎

楼
名)

。
承
応
二
年
所
刊
尚
為
朱
子
原
書
、
憾
闇
斎
之
偶
不
及
見
。
又
曰
小
学
零
本
一
巻
、
元
槧
本
本
注
後
有
増
注
云
々
。
然
則
集
成
外
、
尚
有
本
注
而
存

歟
。
永
井
季
哲

(

割
注：

名
以
保
、
尾
張
人)
嘗
以
墨
瀾
斎
蔵
板
孝
経
小
学
近
思
録
合
刻
本
見
贈
。
有
尾
府
文
庫
図
書
朱
記
、
此
書
有
音
釈
及
注
解
、
板
式

字
様
全
與
呂
刻
朱
子
遺
書
同
。
蓋
以
為
朱
子
原
書
也
、
亦
一
種
本｣

。

(

�)

尼
崎
修
斎
、
名
は
孝�

。
字
は
文
蔚
。
又
右
衛
門
、
後
に�

三
と
称
す
。
大
坂
の
人
。
明
治
六
年

(

一
八
七
三)

十
一
月
七
日
没
。『

碩
水
先
生
余
稿』

巻
一

｢

書
尼
崎
修
斎
書
後｣

お
よ
び

『

余
稿
附
録』

｢

碩
水
先
生
言
行
雑
記｣

に

｢

萬
延
元
年
四
月
、
先
生
西
帰
、
過
大
阪
、
訪
尼
崎
修
斎
。
一
見
如
旧
、

修
斎
贈
以
崎
門
諸
書
、
即
是
月
十
七
日
也
。
毎
曰
、
某
入
崎
門
学
、
修
斎
之
賜
也｣

。『

過
庭
余
聞』

｢

予
ガ
崎
門
学
ニ
入
ッ
タ
は
、
修
斎
ガ
カ
ゲ
ゾ
。
尚
斎

ノ
小
近
四
書
周
易
ノ
筆
記
ヤ
、
直
方
ノ
�
蔵
録
ナ
ド
モ
、
修
斎
ガ
贈
ッ
タ
ノ
ゾ｣

と
あ
る
。

(

	)

題
名
は

『

小
学
口
義』

だ
が
、
中
身
は

『

三
宅
尚
斎
先
生
小
学
筆
記』
と
一
致
す
る
。
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
中
村�

斎
の
注
や
そ
の
ほ
か
の
説
を
加
え

て
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
は

｢

修
斎
好
察
識

文
化
十
四
年

(
一
八
一
七)

丁
丑
春
二
月｣

と
あ
り
、｢

修
斎
蔵
書｣

の
印
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か

『

鈴
木
貞
斎
先
生
雑
口
義』

(

碩
水
・
ス
・
六)

に
も

｢

修
斎
識｣

と
あ
る
。

(


)

岡
田
武
彦

『

江
戸
期
の
儒
学』

、
四
〇
〇
頁
、｢

こ
の
よ
う
に
し
て
楠
門
は
三
宅
尚
斎
派
の
崎
門
学
を
伝
え
た
の
で
、
崎
門
の
中
で
は
尚
斎
を
最
も
尊
信
し
、

名
分
の
点
で
は
浅
見
絅
斎
の
学
に
従
っ
た
が
、
直
方
派
の
学
に
対
し
て
は
些
か
批
判
的
で
あ
っ
た｣

。
お
よ
び
難
波
征
男

『

楠
本
端
山』

、
一
七
二
頁
。

(

�)
『

名
古
屋
叢
書』

第
二
十
二
巻
随
筆
編

(

五)

、
二
一
五
頁
。

二
〇
二



(
�)

細
野
要
斎
の
弟
子
、
酒
井
と
海
部
は
平
戸
へ
留
学
し
、
端
山
の
下
で
勉
強
し
て
い
る
。『

端
山
先
生
遺
書』

巻
三

｢

贈
酒
井
先
生｣

、『

名
古
屋
叢
書』

巻

二
十
二
、
二
一
三
頁
、
二
一
六
頁
、
二
三
八
頁
な
ど
。

(

)
｢

至
正
保
年
間
、
闇
斎
山
崎
先
生
出
以
豪
邁
之
才
、
明
敏
之
質
、
深
信
其
訓
、
汲
汲
孜
孜
勤
而
不
倦
。
其
導
人
也
、
一
遵
其
規
、
前
後
受
業
者
、
蓋
六
千

人
而
其
入
室
者
、
佐
藤
直
方
・
浅
見
絅
斎
・
三
宅
尚
斎
三
先
生
而
巳
。
直
方
先
生
之
門
有
天
木
時
中
、
絅
斎
先
生
之
門
有
若
林
強
斎
、
尚
斎
先
生
之
門
其
秀

者
五
人
、
而
以
久
米
訂
斎
・
蟹
養
斎
為
巨
擘
矣｣

。

(

�)
『

山
崎
闇
斎
学
派』

(

日
本
思
想
体
系
三
十
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇)

所
収
、
阿
部
隆
一

｢

崎
門
学
派
諸
家
と
学
風｣

、
五
七
四
頁
。

(

�)
『

過
庭
余
聞』
三
十
三
頁

(『

楠
本
端
山
・
碩
水
全
集』

三
三
七
頁)

、｢

尚
斎
ノ
没
シ
タ
後
、
留
守
希
斎
ガ
三
宅
子
全
書
ヲ
編
シ
タ
ト
ミ
エ
ル
ガ
、
其
ノ
書

ハ
伝
ハ
ラ
ヌ
コ
ト
ゾ
。
永
井
以
保
ガ
其
ノ
巻
目
ヲ
得
テ
、
其
ノ
巻
目
ノ
次
第
ニ
因
リ
テ
編
集
シ
タ
ゾ
。
諸
本
ニ
就
イ
テ
異
同
モ
校
シ
タ
ゾ
。
コ
レ
デ
尚
斎
ノ

著
述
ハ
悉
皆
備
ッ
タ
ゾ
。
感
心
ナ
コ
ト
ゾ
。
誠
ニ
後
学
ノ
益
ゾ｣

。

(

�)
『

阿
部
隆
一
遺
稿
集』

第
三
巻
、
四
〇
三
〜
四
九
五
頁
。

(

�)
『

名
古
屋
叢
書』

第
十
九
、
三
五
一
頁
。『

道
学
資
講』

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
五
二
頁
〜
三
五
七
頁
に
記
載
が
あ
る
。

(

�)
『

名
古
屋
叢
書』

第
二
十
二
巻
、
二
八
九
頁
。

(

�)
｢

中
村
得
斎
翁
蒐
輯
先
輩
著
書
未
梓
行
者
、
題
曰
道
学
資
講
、
乃
雇
人
浄
書
、
有
誤
字
則
使
不
用
塗
�
、
悉
改
写
之
、
此
冊
則
以
多
誤
字
、
全
不
用
者
也
、

一
日
併
之
故
紙
、
付
諸
余
曰
、
其
背
猶
可
充
草
稿
之
料
也
、
余
以
謂
、
属
之
故
紙
、
則
可
惜
焉
。
乃
綴
以
加
殻
面｣

。

蟹養斎の講学

二
〇
三


